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っ
混
合
経
済
」
の
構
造
三
一
計
責
化
の
方
途

ー

ー

リ

Y

ダ
1
ル
『
経
済
計
壷
に
閥
ず
る
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
経
験
』
白
紹
介
在
中
心
と
し
て

1

1

担《

Lt愁
ん国
Q) 

|争聾

Ji亀有
グ度」
ア白て

;覇ミ
ス町一

属現府
亭象寓-"し、
~品ブJ
ブL るへ
八》と

?? 

自
向
企
業
組
織
田
ワ
ー
キ
ン
グ
炉
、
《
回
世
済
的
ア
ナ
ー
キ
ー
》
の
特
徴
付

吋
仁
於
い
て
救
い
難
事
澗
疾
を
診
断
せ
ら
れ
化
こ
と
は
一
再
で
な
い
。
し

か
し
乍

ι、
経
済
生
活
に
豊
か
な
都

i
誠一
7
4

山
容
興
え
自
由
な
《
代
周
回

法
則
》
(
マ
ー
シ
ャ
ル
)
を
意
む
土
ま
な
ら
し
め
る
そ
町
一
瓢
著
な
側
団

は
、
そ
れ
は
そ
れ
日
韓
と
し

τ尚
貴
重
す
べ
き
慎
値
で
あ
る
と
、
嘗
て
そ

ウ
H
J

ス
・
ド
ッ
プ
も
指
摘
し
に
こ
と
が
あ
っ
九
日
ロ
唯
、
こ
の
場
合
、
そ
の

強
調
が
図
家
の
《
出
。

I
F
4》
]
V
E
E
4
ξ
ψ
寺
山
川
固
執
す
る
こ
と
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
既
仁
如
何
な
る
意
同
時
に
於
い
て
で
品
れ
現
貫
主

義
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
吾
々
に
「
明
白
な
事
買
は
、
す
べ
て
の
準

「
視
令
極
済
」
白
構
造
と
計
盤
位
四
方
途

J馬

場

正

雄

歩
せ
る
間
関
々
の
閏
民
は
十
九
世
紀
中
葉
白
原
宇
論
的
個
人
主
義
(
且
E
E
H
O

E
《rHEP-suJ
か
ら
遁
か
に
遠
〈
繭
れ
て
し
ま
っ
亡
と
い
う
乙
と
で
あ

H
V
J
I
l
l
し
か
も
こ
の
認
識
は
、
性
念
ド

2
号
、

s
z
E
U
E
a
a
言

F
。。句句。
E
E
M
M
E
S
E
E
-》
と
謡
う
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
も

な
い
。
こ
こ
に
吾
々
は
、
ケ
不
ス
・

E

・
ポ
ウ
片
デ
ィ
シ
グ
が
ぬ
措
置
路
日

規
則
》

t
r
o
-
-
0
0
士
宮
E
E
)
十
と
呼
八
ゼ
巧
み
に
可
塑
的
な
比
帆
を

想
起
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

者
し
人
一
々
炉
完
全
仁
旋
行
し
仁
い
と
思
う
な
ら
ば
、
道
路
炉
な
け
れ
ば

な

ιす
、
活
行
規
則
が
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
路
守
錐
供
し
、
個
々
人

が
他
人
由
政
行
す
る
能
力
企
妨
害
す
る
乙
と
な
〈
自
ら
の
欲
す
る
所
へ
放

行
せ
し
め
得
る
如
き
規
則
骨
質
施
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
中
央
官
局
の
ま
さ

し
〈
努
む
べ
き
職
分
で
あ
る
。
こ
む
離
に
闘
し
て
は
政
府
に
よ
り
或
為
責

任
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
境
査
な
道
路
い
か
な
く
規
則
が
な
い

と
す
れ
ば
、
人
々
は
互
に
衝
突
し
A

甘
い
、
一
人
白
自
由
は
他
人
由
自
由
を
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「
混
合
紹
済
」
の
構
造
と
計
量
化
。
方
建

犯
す
こ
と
と
な

b
、
そ
し
て
吾
々
回
自
由
は
絶
望
的
ド
殺
が
れ
る
と
と
で

あ
ろ
う
。
他
胃
、
吾
々
に
伺
慮
へ
符
け
或
い
は
何
を
矯
せ
ー
と
蔦
事
一
々
命
4
y

z白
は
抽
出
府
の
責
任
で
な
い
。
伺
故
な
ら
、
そ
れ
は
叉
、
苦
々
の
自
向
を
般

壊
す
る
と
と
と
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
中
央
官
同
の
《
〉
問

g
E

と

Z
S
I晶
E
E》
と
は

E
し
f
峻
別
せ
ち
れ
な
吋
れ
ば
な
色
な
い
。
か

〈
て
、
若
し
、
「
計
量
賛
成
論
岩

(
1
E
Eろ
な
る
色
の
が
必
然
的
に
、

特
定
の
鷲
業
・
職
業
及
び
市
場
に
つ
い
て
の
生
産
・
肩
傭
及
び
阪
寅
の
数

量
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
骨
作

h
、
ぞ
れ
を
賀
行
す
名
目
に
必
嬰
な
閣
家
の
直
接

的
統
制
を
行
使
す
る
こ
と
を
信
す
る
人

r品
る
な
色
ば
」
、
計
書
賛
成
論
者

た
h
得
予
、
「
計
謹
反
割
論
者
官

z
t
B
5
4
と
い
う
意
味
が
、
完
全
雇

傭
・
安
出
血
・
公
正
・
自
由
等
白
若
ヂ
の
大
目
的
M
Y
津
成
き
れ
る
よ
う
仁
、

園
家
は
慣
格
機
構
の
作
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
で
品
る
と
い
う
と
と
を

必
然
的
に
否
定
す
る
人
骨
意
味
す
る
な
ち
ぱ
」
、
計
書
官
賛
成
前
者
に
〈
み
心

ょ
う

k
言
う
人
々
が
い
る
。

ω
例
え
ぽ
、
英
図
勢
働
集
の
荷
動
的
な
理
論
家
で
お
っ
た
ダ
ー
ピ

γ

も
、
最
後
自
著
書
(
開
円
出
・
ロ
司
E
p
h
v邑
ト
ミ
句
弐
同
EN電
話
代

LUN543N一
ぷ
頃
[
司

2
a
z
L
V司
岳
何
同
【
目
出
。
回
・

2
m白
何
回
同
財
・

hp目

〉
亘
書
〕
w

岩
山
。
・
)
白
中
に
次
の
搬
な
一
句
を
遣
し
て
い
る
。
l
i上「産

開
と
投
賓
と
に
つ
い
て
の
決
意
を
行
う
べ
き
人
々
が
目
隠
し
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な

ιぬ
と
い
う
こ
と
、
と
れ
が
産
業
の
無
計
整
的
に

L

Y
L
V
シ
A
T
R
ン
ト

て
競
争
的
な
岡
列
白
本
質
で
あ
る
O

L

(

市
町
。
}
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崎
会
・
旨
・
巴

σ
r
y
h
x
-
E
b与
、
恒
三
喰
翌
二
え
』
ぎ
ぬ
h
h
E君主

]
E
M
H
r
匂
・

ω『
∞
肉

向

p
z
-
Z
E
E
p
h
E言
語
、

b
g
c、
下
妻
、
、
足
hq
同
ミ
LえA
U

、、諸君、
w

冨
当
M

嗣

M

H

品
(
邦
章
、
一
六
頁
J

伺
同
・
開
'
国

B
E
E
F
円
、
刷
、
向
3
号、、
R
h
q
~
L
h
6
5〕
宮
町
、
咽
隣
国
司
0

・

(
邦
語
、
ニ

t
三
頁
。
)

向
」
「
胃
・
同
4
P
E
U
M
3
晶
、
同
と
R
N
q
h
b
Nと
2
1
Y
R二
呂
F
E
y
w
o

南
「
園
家
。
最
も
重
要
な
芯

E
E
位
、
諸
個
人
出
既
に
完
控
し
つ

つ
あ
る
諸
活
動
に
闘
す
る
も
り
で
は
な
〈
、
個
人
の
活
動
純
国
の
升

同
居
す
る
臨
闘
機
能
、
若
し
園
家
断
乎
を
下
さ
ね
ば
何
人
に
よ
ワ
て
も

侍
さ
れ
る
と
と
自
な
い
誇
決
定
、
忙
関
聯
す
る
。
」
古
島
レ

ζ

こ
で
、

ケ
イ
ン
ズ
位
、
中
央
醐
闘
に
よ
る
調
貨
と
信
用
と
の
慎
重
な
統
制
、

商
況
の
統
計
怜
成
及
び
公
表
、
投
資
及
。
貯
蓄
自
決
定
、
人
口
町
一
致

的
・
質
的
考
慮
轄
を
示
唆
し
て
い
る
。

向
同
・
開
・
胃
一
OWL-可
P
S
N
4
Sに
寸
前
向

h
Z官

h
p
r
s
a
F
Mコ初、

何
枚
、
E
i
h
r
g足
立
、
是
主
主
昌
也
、
E
R
P
4・
(
邦
課
、
一
ニ

買
。
〕
偶
々
私
は
と
こ
で
、
ァ
ァ
ル
タ
が
嘗
て
、
官
顕
の
如
意
診
断
に

抵
抗
L
て
、
「
生
産
自
《
無
政
府
1
《
無
計
量
怯
》
と
首
う
は
営
ら
な

い
。
そ
四
執
政
省
と
し
て
消
費
者
が
居
る
。
」
と
香
っ
た
直
後
に
「
し

か
し
吾
々
自
〔
櫨
制
の

)
-
E
Z
E
3臣
官
は
確
か
に
弱
軸
を
有
ヲ

て
い
る
」
と
附
け
加
え
ね
ば
な
与
な
か
っ
た
こ
と

(
4・
F
〈
巳
F

K
P
E
E
n
m
E
F
o
F桐】
5
7
E晶
E
肉

n
Z
B
p
a
s
g
N
h
b主



U
J
b
琴
、
唱
へ
記
号
h

A

¥

同
N
R句
、
詰
同
E
宣
言
ヘ
勾
建
密
主
町
、
主
(
司
E
M苫
色

目

p
n
Z
E
E
ユm凶
E
J
冨
詰

LM・
2
)
を
想
起
す
る
。

こ
こ
に
計
霊
策
定
の
目
的
が
若
干
例
掘
り
ら
れ
た
、

1
1
1総
桝
的
諮
決

定
の
分
糖
化
的
堅
持
、
乙
れ
に
劉
臆
す
る
個
人
的
創
意
日
錨
問
由
摘
大
。

完
全
原
備
の
注
成
、
紳
桝
活
動
白
辰
的
水
準
町
安
定
時
維
持
。
最
曾
的

経
摘
的
平
等
の
促
準
。
能
南
的
生
産
誘
震
へ
申
鯉
桝
的
判
明
戦
の
供
典
。
し

か
じ
こ
れ
ら
の
並
列
の
聞
に
は
明
か
に
不
可
避
な
若
干
の
弄
盾
炉
存
在
す

る
で
め
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
品
不
馳
以
上
に
批
骨
的
経
調
的
平
等
を
侭
世

す
る
こ
ー
と
は
、
報
大
能
牛
で
生
産
せ
ん
と
す
る
生
産
者
白
刺
戟
を
減
少
す

る
如
き
課
碕
又
は
そ
の
他
の
結
問
的
規
正
の
方
法
昭
作
用
を
色
亡
ら
す
で
¥

あ
ろ
う
。
か
か
る
場
合
に
は
、
社
脅
は
政
情
的
に
選
揖
せ
ね
ば
な
ら
向
。

郎
ち
、
ど
の
程
度
ま
で
祉
曾
巴
宮
裕
の
増
大
よ

b
も
祉
曾
の
平
等
化
白
増

大
を
選
ぶ
か
k
い
う
こ
と
を
。
か
か
る
積
践
の
事
柄
仁
つ
い
て
の
決
定
は

祉
曾
が
異
る
に
統
一
っ
て
具
る
で
あ
ろ
う
。
L

選
ば
れ
七
目
的
へ
は
マ
ル
シ
ャ

ツ
ク
の
所
朝
間
《
笹
路
》

(E日
)
が
通
4
7

る
。
経
済
的
現
段
が

F
H
E問
F

E
E
m
に
従
う
べ
き
《
僅
路
》
は
、
先
づ
何
よ

h
も
経
済
的
構
浩
と
、
そ
し

て
非
経
済
的
閉
一
致
と
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
、
個
々
申
目
的
の
外
見
的
矛

盾
の
大
部
舟
は
温
切
な
騰
引
匙
と
形
式
と
の
開
制
む
採
躍
仁
上

h
同
漉
せ
ら

れ
得
ょ
う
。
か
か
る
鱈
情
的
情
出
関
係
へ
の
醗
忌
日
間
仁
、
今
吾
々
は
、

《
混
骨
髄
清
》
(
冨
目
旦
何
E
M
G
E
W可
)
或
い
は
会
結
舎
飽
満
》

(
P
E
Z
E

E
-
H
n
o
Eふ
)
と
呼
ぴ
慣
ら
は
さ
れ
士
、
よ
り
高
い
力
骨
得
る
煽
む

「
祖
令
紹
梼
L

自
構
遣
と
計
量
化
白
方
主

室
長
句
守

ELM-
砂
有
っ
て
い
る
ο
乙
れ
は
、
「
経
済
生
活
が
主
と
し
て

私
的
企
業
を
某
礎
と
し
て
秩
序
付
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
し
、
そ
れ
に
色

拘
ら
子
、
大
き
な
且
つ
益
々
増
大
す
る
役
割
を
演
守
る
園
小
説
を
も
っ
て
い

る」

(ρ

ン
セ
ン
)
臨
制
で
あ
る
。
こ
白
時
制
巴
「
或
る
経
済
的
領
域
は
政

府
企
菜
に
よ
っ
て
領
せ
ち
れ
、
他
自
若
干
部
分
は
協
向
組
合
企
業
が
占
め

晶
、
そ
し
て
他
の
大
い
な
る
地
域
は
借
私
的
企
菜
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ

忍
。
」
(
ポ
ウ
ル
ズ
)
或
い
は
調
う
な
ら
ば
、
「
一
オ
ン
ス
由
政
府
活
動
が

一
ポ
シ

r
m私
的
創
意
k
私
的
企
業
を
喚
起
す
る
」
(
九
ン
D
l
・
ウ
方

1

レ
ス
)
如
き
機
構
で
命
品
。

し
か
し
乍
ら
、
か
か
る
担
制
の
形
式
・
構
造
及
び
機
能
を
、
ア
・
プ
り

オ
リ
に
論
議
す
忍
乙
と
は
今
や
適
切
で
な
い
で
め
ろ
う
。
蓋
し
、
こ
の
基

本
的
特
徴
は
既
仁
凡
mv
る
自
由
社
曾
じ
多
少
共
共
湿
な
る
が
故
?
あ

h
、

彼
等
仁
於
い
て
、
苦
々
は
、
か
か
る
僻
能
的
世
界
へ
の
大
い
な
る
締
験
の

め

展
示
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
E
は
今
、
こ
の
腫
制
が

そ
の
よ

h
殻
果
的
な
機
能
の
鰯
に
直
ち
に
解
同
町
脅
迫
ち
れ
る
第
一
議
申
問

題

1
j《
自
由
市
場
値
済
と
は
、
如
何
な
る
計
聾
化
が
、
如
何
抱
畠
程
度
に

南
立
し
得
吾
串
て
車
吾
か
三
約
言
す
れ
ば
、
「
計
費
化
の
万
台
決
定
」
の
問

題

1
1即
答
奨
山
、
苦
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
串
に
つ
い
一

て
は
既
に
胸
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
に
。
し
か
し
、
害
々
は
、
と
の
誼
が

《
m
o
pハH
g
m
n
H
E
o
E》
と
呼
ば
る
べ
き
い
わ
れ
な
き
こ
と
の
買
震
の
痛

に
、
こ
切
基
本
的
問
穎
を
隣
っ
て
よ
り
一
府
申
蹄
納
を
試
み
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
様
な
作
業
は
、
亦
、
セ
イ
モ
ア
-
E
・
ハ
リ
ス
が
《
治
療
な
き

第
六
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士
巻
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「
混
骨
鯉
沸
」
の
構
識
と
計
量
化
四
方
龍
勾

診
断
エ
ロ
品

E
E
耳
目
岳
皇
口
氏
戸
当
)
引
日
開
済
と
判
定
し
七
こ
の
間

仁
闘
病
す
ろ
苦
々
仁
と
っ
て
、
殊
の
多
〈
山
意
識
を
有
つ
の
で
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
果
じ
て
然
る
こ
土
砂
ι
期
待
し
乍
色
、
私
は
こ
こ
で
、
を
申

最
も
成
功
的
な
範
例
由
一
っ
と
せ

ιれ
る
ス
ウ
且

1
ヂ

y
の
経
験
と
散
鹿

に
劉
座
し
で
み
亡
い
の
で
晶

t
l
i己
的
関
の
《
E

E
有
耳
唱
》
に

よ
っ
て
示
き
れ
た
《
混
合
続
掛

7
1「
ぞ
れ
は
決
し
て
、
最
託
白
祉
曾
化

策
の
周
に
で
な
〈
、
施
史
的
時
庶
民
自
一
結
果
で
あ
つ
に
。
」
(
ハ
ン
也
ン
〉

1
1
1は
、
嘗
亡
一
三

1
・
デ
ィ
ー
か
の
布
望
炉
輝
か
し
ぐ
灼
熱
し
つ
つ
あ
っ

f
三
0
年
代
、
米
園
田
将
来
の
ポ

l
Tス
タ
ー
と
し
て
担
え
ら
れ
た
も
の

で
晶
つ
亡
。
そ
し
て
、
ぞ
の
俸
の
こ
の
園
山
準
展
は
、
そ
の
完
成
時
矯
日

品
目
骨
乱

E
5
日
遣
を
歩
一
歩
と
帯
賓
に
辿
り
、
「
囲
民
全
簡
は
、
静
働

組
合
と
園
韓
協
約
を
遁
じ
て
、
協
同
組
合
を
通
じ
て
、
更
に
又
、
政
治
に

於
け
る
熱
識
に
し
て
聴
蹄
な
参
典
主
公
共
の
利
径
の
鴛
日
関
家
の
管
理
と

統
制
と
を
遁
じ
で
、
A
7
や
嘗
て
そ
の
例
を
見
ぎ
る
如
き
高
度
白
個
人
的
自

由
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
の
」
こ
の
憾
な
経
情
的
時
間
展
の
大
要
は
、
~
極
〈
ラ
フ

な
指
標
乍
色
、
差
し
嘗
っ
て
、
他
の
敵
州
諸
閣
と
の
比
較
に
於
い
て
、
女

ω闘
民
所
得
表
か
ち
も
窺
い
得
ょ
う
。

し
か
し
乍
ら
、
吾
々
の
必
要
に
圧
し
て
、
乙
の
園
に
闘
し
て
用
い
得
ベ

き
資
料
は
極
め
て
乏
し
い
。
今
乙
と
に
、
信
筒
レ
得
q

へ
き
エ
リ
ク
・
り

ν

ダ
1
ル
白
、
最
近
仁
掛
け
る
こ
の
閥
的
制
桝
計
調
化
仁
閲
す
る
経
験
の
報

告
が
ち
に
も
き
れ
、
吾
々
の
賛
斜
に
一
つ
¢
プ
ラ
ス
が
興
え
巴
れ
る
こ
と

と
な
っ
士
。
(
開
口
r
F百円
E
E
Y
E
m司
E
E
M
M凶
4
0『ち
Z
m
E
開
gugMMm

第
六
十
七
巻

-n. 
O 

四
Eヨ

第
二
・
=
一
説

吋
-
百
四
百
四
M
3

入
善
吉

haa
同
E
君
達

M1hh喜一町内
3
h
A
H
雪
量
、
与
RNRSahr

冒

4
・
H
@
呂

uz・
ロ
出
。
・
)
吾
々
は
こ
こ
に
、
慧
敏
な
硯
質
問
問
察
の
修

練
が
現
存
秩
序
へ
の
擦
ま
ぎ
忍
内
在
的
批
判
由
椿
枠
と
相
侠
っ
て
、
晶
早
産

す
べ
き
理
論
人

k
昇
華
す
る
襲
を
見
取
る
こ
ー
と
が
出
来
る
。
し
か
も
こ
日

場
合
、
そ
日
最
も
重
要
な
論
黙
へ
日
臨
角
に
闘
し
て
は
、
被
が
倫
ネ
オ
-

F
ィ
ッ
ク
セ
リ
ア
シ
の
立
場
企
謀
る
こ
と
な
く
、
叉
一
こ
め
図
的
誠
賀
な

成
員
と
し
で
の
純
換
と
探
測
と
に
於
い
て
、
ケ
イ
シ
ズ
h

の
高
い
評
債
を

『
雇
傭
・
利
子
及
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
に
よ

h
は
む
し
ろ
『
賀
幣
論
』
に

見
出
し
て
い
あ
こ
と
、
従
つ

t
、
嘗
て
時
ゲ
イ
川
ク
セ
ル
貨
幣
理
論
仁
謝

す
る
襲
再
的
批
判
(

F

司
、
与
3
3
H
h
m
同ュ
E
q
A『泊、
E
Q
言
、

p
h
N

奇
れ
邑
呂
)
に
首
っ
て
、
ミ
斗
ル
ダ
!
ル
と
の
獣
比
じ
於
い
て
特
徴
付

け
ら
れ
に
「
物
債
市
心
的
立
場
」
昔
、
悪
用
的
寄
娯
に
つ
い
て
今
ち
伺
貫

徹
し
よ
う
と
し
で
い
る
こ
と
.
等
々
、
盟
な
る
餌
験
即
提
示
仁
止
ま
ち
阻

多
〈
の
理
論
的
動
議
を
も
投
げ
か
吋
て
い
る
こ
と
を
貴
重
ー
と
し
仁
い
。

以
下
は
適
宜
に
手
元
の
費
料
を
補
足
し
仁
そ
の
可
成
h
忠
貴
な
紺
介
で

ゐ
b
、
こ
こ
に
主
題
に
濁
す
る
岡
答
申
一
つ
を
見
七
い

k
思
う
の
で
あ
る
。

mw
嵩
合
同
「

a
U
S
A・
日
本
版
へ

m
序
文
(
邦
語
、
一
一
一
貰
。
)

山
川
同
出
自
岳
prwk出
E
E自
信
田
市

a
n
z
E
】

v
a
y
p
-
3・
E
白

F
E
E
-
h肉
、
買
・
同
E
p
h
2
w
出

4
・
HC当・
]
U

・∞同
E

同
国
内
凶
E
S
J
室町、
J
E
V
同
O
E
A
C
F
(
邦
曹
、
コ
一

o、
一
四
一
回

二
頁
J
U
E
e
J
K
F
Vえ
弘
、
c
b
q
s
k
凶
器
ミ

2
句

Q
内町、

w
E邑
λ
邦
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白
骨
紹
漕
f
p
構
誼
と
詩
書
他
四
方
誼

語
、
弟
二
O
章
。
ア
ロ
出
。
t
F
R
出
F-4ロ
ロ
伸
明
『
。
同
釦
司
君
。
白
白

需
要
ロ

E
r
R
E
h
3
4
A君
主
へ
宮
内
笠
宮
、
b
E
A
h官
、
え

同
E
E
S川
町
、
z
h吉
選

-
E
Z向
島
司
岡
崎
町
百
件
判
。
仏
聞
の
内
HOE
げ
〕
可
∞
出
・

]日開口
mwEpmw
唱・

ω
F
・
九
戸
・
ロ
・
出

U
O
E司、

R
D
O
d
B
E
E
S件
目
i

ZMwhm
自
白

F
n
F
o
E
E〕
F
3
1、r
h言明一足
h
A
¥
思

mhA達
者
宍
へ

5

h
a与
君
、
弐

LJbhv量
、
言
、

P
R足九町内刷、号、
w
z
s
J
同切除
0
・
MY

ω
え
の
伶
己
こ
で
、

7

ラ
ン
ス
の
宅
ネ
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
目
指

さ

?
f
f
z
E
H
O
E
E
2
E》
白
峰
制
忙
も
義
品
し
た
い
。

羽

目

S
2
3
同
E
S
E
E
P
-
S
畑
『

E
口
同
・
多
照
。

z
p
公
平

に
し
て
庚
汎
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
4
ず
は
岡
田
宮
見
戸
自
白
盟
国
自

E
b四

巴
H乱
巴
歯
止

F
O
開
。
。
目
白
聞
の
の

O
E
E
E
H自
吋
。
『
阿
国
司
】
v
m
w
d
z
i

Nミ
h
F
9
4
F
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b
も
得
b
札
ょ
う
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弓
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開

国

Z
M旬
、
同
E
号
、
号
、
々
尽
き
E
h
u
号

、

~
S
A
¥
出
号
、
町
内
三
U
暗号

〔
2
2
里
、
ト
与
吉
山
Y
E
A司
、
常

~
U
P
5
】
E
匂
市
町
・

ω回。一司・

1
 

四
回
目
見
回
u
N
P
F
h
v
巴
0
・

2
唱
。
E
E
K
P
L
r
t
r
u
m
m
-
旬
、
え

h
d
h
r
q是
認
ョ
)
・
(
邦
語
、
=
一
四
七
頁
。
)

川
明
乙
甲
揚
音
、
私
は
足
当

E
E
m
u
h号
与
3

1常
時

長

kr

司
合
唱

5
4
1
2砂丘

B
a
s
-
ω
品
E
E
E。
回
二
宮
〆
(
官
官

Fー

第
六
十
七
巻

大d

四
六

第
二
・
コ
↓
鵠

ω
F
Z
W
H
D
S
)
臥

F
b
多
〈
閣
申
ぶ
と
と
ろ
が
あ
っ
た
。
悶
み
に
、
本

苔
は
初
版
以
後
ニ
岡
昭
改
訂
噌
楠
を
骨
事
、
既
陀
十
六
版

E
重
ね
た

す
「
れ
た
訪
瑞
報
告
で
あ
り
、
「
自
由
主
義
経
済
事
者
」
ウ

9
1
ン

(
切
っ

E
5
)
、
営
暗
「
プ
匂
，
，
咽
9
，
ア
ン
ト
な
巾
少
ヂ
叫
推
払
0
鰹
漕
周
事
明
者
陪

L
て

枇
曾
民
主
骨
蕪
掛
白
闇
問
と
l
て
童
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
議
曾
0

一

員
L

ミ
ユ
ル
ダ

1

F

(
。
.
冨
》
1切

前
職
後
白
と
白
図
白
政
治
.
紹
済
・
一
位
官
四
金
商
が
揮
彫

b
れ
て
い

る
。
又
、
巴
-
E
E
E
F
h
z与、
N
Q
a長
崎
署
弐
旬
、

Q
3
冨
邑
・

(
宮
ヤ
∞

R
E
S
H
4・
)
か
ち
も
戦
後
ス
ウ
ェ

1
F
Y
経
済
に
ワ
い
て

の
出
問
汎
な
知
識
が
得

b
れ
よ
う
。

間
「
混
合
経
輝
」
由
構
造
(
そ

m
-
)

吾
々
仁
と
つ
で
之
渇
幾
分
か

馴
染
み
の
乏
し
い
こ
白
聞
に
つ
い
て
諮
る
場
合
、
吾
々
は
矢
張
h
J
リ
ン
グ

ー
ル
に
従
っ
て
、
そ
の
批
曾
的
政
治
的
融
情
出
血
か
ち
始
め
る
日
が
こ
の
報
告

muE
し
い
理
解
白
馬
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
圏
の
人
々
の
内
に
は
デ
壬
ク
ラ
シ

I
と
個
入
的
自
由
と
旧
宮
議

が
底
裸
〈
投
錨
せ

b
れ
て
和

p
、
彼
等
は
至
上
回
闇
値
基
準
を
唱
に
と

と
に
求
め
る
。
嘗
て
グ
ス
タ
ア
・
カ
叩
セ
ル
が
経
済
的
自
由
と
淘
立
調

行
の
事
柄
に
つ
い
て
諸
問
、
「
そ
の
基
礎

E
築
〈
震
に
罫
戦
苦
闘

r、

そ
田
錦
に
は
生
命
す
b
捧
げ
つ
〈
し
た
世
代
の
遺
産
た
る
全
文
明
は
、

ζ

れ
と
そ
吾
々
自
失
ゎ

f
b
ん
と

L
て
剖
守
ナ
ベ
ー
も
の
で
あ
る
」
と

‘・



戒
告
し
た
時
、
彼
は
決

L
て
草
な
る
£
持
で
る
》
階
旗
。
代
解
者
を
7

と
め
た
の
可
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
位
園
家
と
棺
費
者
の
総
意
に
よ
っ
て

獲
得
・
謹
持
せ

b
れ
た
も
り
で
あ
っ
た
れ
ば
ζ

そ
、
彼
仕
金
公
衆
忙
向

づ
て
か
〈
呼
び
か
け
、
か
〈
呼
び
か
け
得
た
白
で
あ
ワ
長
。
そ
し
て
新

大
陸
か

b
D
エ
ト
ラ

γ
ジ
ェ
は
、
己
目
困
を
「
記
念
物
の
与
な
ら
ず
、

空
古
田
あ

b
ゆ
る
慣
他
が
奇
質
的
に
保
管
さ
れ
串
っ
た
釦

EH回
開
百
回

目
白
目
」
と
嘆
じ
た
自
で
あ
る
。
し
か
し
乍

ι、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
々

位
、
「
怯
り
に
現
貫
主
義
的
、
品
開
り
に
寅
際
的
」
な
園
昆
怯
に
於
い
て

も
特
徴
的
明
あ
る
。
彼
尋
は
替
い
現
貨
限
を
有
っ
て
い
る
。
使
っ
て
乙

白
「
博
物
館
」
で
は
、
十
凡
世
紀
的
自
由
放
任
世
界
へ
自
問
腸
円
言
葉

は
交
わ
さ
れ
る
ζ

と
が
な
い
。
彼
等
は
そ
の
確
か
な
地
盤
の
上
に
、
目

標
と
し
ζ

、
問
念
と
し
て
自
社
骨
化
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
祇
脅
秩
序
回

寅
質
的
な
周
一
馳
を
設
定

L
、
有
権
者
の
隠
倒
的
多
数
白
是
認
。
下
に
、

慎
重
な
両
日
舌
巴

E
S
(チ
ャ
イ
ル
ズ
)
に
自

b
を
委
ね
て
い
る
。
ピ
グ

ー
の
有
名
な
定
義
を
借
D
ょ
う
。
《
関
門
民
自
『
a
m
E
M
M
H
H
a
H聞き
P

E仏

協同
WEMW
官
》
]
青
山
ロ
m自
信
『
QHm同
白
色
日
間
忠
臣
・
》
(
吋
H問。
3
円
屯
pbqhEミ

Z
古
里
』
可
営
、
ロ

F
届
ω
戸
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
於
灯
る
世
曾
的
愛
展
は

今
中
、
他
旧
宮

1
ロ
却
パ
諸
国
と
共
に
、
令
衆
園
よ
り
も
「
選
ん
喝
さ

え
い
る
」
と
u
d
y
ダ

1
ル
は
断
ず
る
。

努
働
階
級
の
圏
棺
は
必
然
的
に
彼
帯
自
力
関
係

ω
噌
大
を
結
果
し
つ

ワ
晴
嵐
民
し
て
い
る

E
温
去
二
十
年
間
、
捗
働
集
(
「
枇
曾
民
主
鷺
」
)
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
議
官
、
従
っ
て
政
府
に
於
け
る
多
数
を
支
配
し
て
旅
た
。

「
混
合
紹
済
」
由
構
造
と
計
壷
北
白
方
詑

勢
働
識
の
核
心
た
る
勢
働
組
合
は
強
力
な
旭
紬
に
統
一
せ

b
札、

ζ

れ

は
捗
働
者
自
利
益
四
日
惜
の
強
大
な
代
行
者
で
あ
る
。
政
油
的
に
は
一
躍

掴
立
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
主
と
し
て
砂
働
者
医
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ

つ
つ
、
協
同
組
骨
運
動
は
ず
「
れ
た
指
導
者
(
エ
ル
ネ
門

hpE命日
C
日
品
、

ベ
ル
ジ
ン
〔
肘
百
四
件
吋
o
a
Eロ
]
、
エ

ν
ス
〔
〉
E
-
ロ]
3
2
u
〕
、
就
中
、
ョ

ハ
ン
ソ
ン
〔

E
Fロ
Ywwgmm自
〕
)
を
得
て
摘
箸
な
成
胡
を
牧
め
て
い

る
。
協
同
組
合
目
、
私
的
企
業
に
よ
っ
て
そ
の
九
十
王
パ
ー
セ
ン
ト
が

所
有
せ
ら
れ
た
金
製
造
工
業
の
残
像
を
政
府
と
共
に
折
半
す
る
に
担
制
定

ず
、
か
か
る
工
場
所
有
と
共
に
全
小
車
業
の
約
十
五
パ
ー
セ

y
ト
を
経

替
す
る
が
、
年
賀
上
高
に
主
り
計
測
す
合
と
き
、
組
合
中
央
企
業
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
於
け
る
最
大
田
企
業
白
地
位
を
占
め
る
。
こ
の
強
力
な

相
骨
は
、
一
方
に
あ
っ
て
は
、
調
々
丹
生
産
部
門
医
於
け
る
私
的
問
占

k
目
指
抗
。
侍
四
企
業
設
立
資
金
を
蓄
積
・
提
供
し
、
調
占
慣
特
設
定

へ
の
傾
向
に
罰
す
る
明
白
な
械
殺
信
用
を
瞥
み
づ
っ
、
他
面
、
政
府
所

有
制
目
抜
大
に
野
立
し
、
光
柴
あ
る
進
化
。
既
止
に
ふ
が
け
る
「
隅
自
首

石」

L
t

弔
っ
て
い
る
。
捗
働
者
自
利
益
を
代
表
タ
る
と
れ
b
D
集
群

出
、
し
か
し
乍
b
、
と
四
国
を
包
括
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
他
方
に

掛
い
て
、
強
行
家
、
製
造
業
者
、
商
人
の
強
力
な
相
合
組
織
た
る
農
民

鉱
山
岳
存
在
す
る
。
又
、
大
胴
申
教
授
を
合
む
文
武
官
四
集
群
が
保
守
類

(
「
自
由
業
」
(
前
出
回
ウ
n
d
l
y
が
現
在
そ
の
栂
裁
で
あ
る
。
〕
)
を
結
成

L
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
は
重
要
な
施
政
問
題
に
闘
し
て
、
と
れ
ら
並
町

刊
げ
に
他
の
組
踊
目
指
導
者
を
呼
集
し
て
、
随
時
諮
問
機
関

E
組
織
す
る
。

停
大
十
七
替

第
ニ
・
コ
一
雄

丸

回
七



「
混
合
同
脚
涛
」
の
構
建
と
計
費
化
四
方
途

か
〈
て
与
己
に
「
現
質
的
な
楢
力
の
均
街
」
が
存
在
す
る
。
し
か
し
乍

与
、
全
世
と
し
て
、
「
電
力
田
中
心
」
は
、
何
、
他
白
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ

ィ
ヤ
諸
国
と
同
様
、
例
え
ば
合
最
固
ま
り
も
、
「
や
や
左
」

(ω

ロ
E
O

E
。
百
件
。

FOHam)一
に
あ
る
乙
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ス
ウ
ェ
1
ア

ン
の
と
踊
骨
粗
涛
》
の
上
部
構
謹
は
、
と
の

p
ン
ダ

1
ル
が
敢
て
吐
潟

し
た
一
首
陀
よ
り
、
像
り
に
も
印
象
的
で
あ
る
。

山

川

町

E
E
r
崎

h
h
L
J

司
・
忌
A
H

上
り
引
用
。

仰
や
や
萄
例
目
恩
す
る
が
、
一
九
二
七
年
五
月
、
世
界
恐
慌
の
例

持
た
り
得
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
捜
置
せ
ら
れ
た
「
失
業
問
題
調

査
委
員
骨
」
が
一
九
三
二
年
ニ

H
、
理
荷
稲
荷
血
中
者
を
糾
告
し
亡

失
業
謝
策
、
ぷ
拠
っ
て
同
復
・
築
築
へ
白
拍
車
的
理
論
的
田
町
究
の
揺

の
専
門
家
四
番
員
曾
b
c

組
融
し
た
こ
と
は
よ
〈
知
ら
れ
た
事
例
で

あ
り
、
〈
そ
り
活
動
白
概
要
に
つ
い
て
は
の

Z
F
$
F
9
4

H
T
口
且
島
「
己
Z
G
S
R町
内
屯

E
U
】
担
。
主
官

E
F
参

照
、
青
山
秀
夫
「
北
敵
血
中
汲
」
[
新
経
持
事
全
集
所
軟
〕
に
は
そ
り

最
特
報
告
。
一
部
出
諦
出
せ
ら
れ
て
い
る
J
.
又
、
一
九
四
四
年

一
一
月
、
ミ
斗
ル
タ
ー
ル
を
議
長
と
し
、
職
後
扇
傭
政
策
の
指
導
原

理
作
成
を
骨
ぜ
ら
れ
た
戦
後
紹
湾
計
量
委
員
官
出
、
十
一
名
白
岡

骨
議
員
、
並
び
に
雇
傭
者
聯
骨
骨
、
努
醐
組
合
、
商
業
曾
議
所
、

協
同
組
合
、
婦
人
園
煙
、
農
業
、
輸
出
産
業
の
代
費
者
を
合
む
ニ

十
一
名
か

b
成
立
し
て
い
る
と
と
位
そ
の
最
も
願
署
忙
し
て
適
切

第
六
十
七
巻

四
i¥. 

第
二
・
一
一
一
説

九
四

な
倒
T
あ
ろ
う
。
(
同
門
凶
器
自
也
、

tJ
司・

2
・
邦
理
、
一
一
回
頁
参

罰
百
R
、

団
「
混
合
緬
澗
」
白
構
造
(
そ
回
二
)
《
何
所
得
階
級
田
機
管
質
所
得

の
極
大
化
♂

1
iス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
極
持
政
策
は
、
か
か
る
政
治
的
・
社

脅
的
保
件
の
見
易
き
蹄
結
と
し
て
、
そ
切
根
本
的
判
的
を
こ
こ
に
設
定
す

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
勿
論
支
配
的
な
努
働
紫
の
採
用
に
よ
る
。
し
か

し
乍
色
、
他
日
よ

b
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
諸
政
紫
色
こ
れ
に
鈎
レ
ア
質
向
か

ら
の
反
艶
を
提
起
し
得
な
い
。
蓋
し
、
こ
叩
閣
に
あ
っ
て
は
彼
等
も
亦
比

較
的
貧
困
江
人
々
日
投
票
仁
依
存
レ
て
い
る
か
ら
で
ゐ
る
。
と
こ
る
で
苦

々
は
こ
明
凶
的
盆
行
四
億
四
手
段
に
つ
い
て
注
意
し
な
り
れ
ば
な
ら
阻
G

ス
り
エ

Im--ノ
ン
政
府
は
、
こ
の
漏
り
直
絡
的
な
径
路
工
ζ

考
え
ら
れ
る
生
産

設
備
叩
祉
曾
化

(mE己
民
且
E
与
を
極
度
仁
自
制
し
て
い
る
。
勿
論
、

ス
ウ

z
l
デ
ン
白
公
訴
事
業
、
例
え
ば
郵
便
、
電
話
、
餓
道
、
電
力
、
瓦

斯
、
水
道
等
々
は
園
管
乃
室
市
皆
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
回
会
共
韓
首

局
所
有
制
は
「
銃
に
早

t
か
ら
確
立
せ
ら
れ
に
博
枕
」
を
形
成
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
で
「
社
官
主
義
革
命
白
所
産
」
で
は
な
か
ず
に
。
ご

こ
仁
は
又
、
若
干
の
強
力
な
圏
一
品
調
占
が
、
例
え
ぼ
酒
、
煙
草
に
闘
し
て
存

在
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
云
十
年
以
よ
ち
以
前
に
課
挽
臼
一
手
段
と
し

て
保
守
的
政
府
ド
よ
っ
て
武
池
せ
ら
れ
土
色
白
で
品
る
。
内
ン
セ
シ
が
拾

い
上
げ
て
い
る
例
に
は
、
向
、
山
林
甲
慶
大
な
政
府
所
有
、
北
部
ス
ウ
エ

1

デ
シ
由
パ
ル
プ
及
び
製
材
工
場
の
政
府
所
有
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は



~ 
該
産
業
仁
於
げ
る
企
業
班
産
申
結
果
と
し
て
政
府
に
よ
り
取
得
せ
ら
れ
に

ち
の
1
め

z。
過
去
十
年
間
に
乙
の
閣
に
あ
っ

τは
、
他
の
社
曲
目
化
方
式

1
i政
府
所
有
制
の
橋
大

l
ー
が
積
々
論
議
せ
ら
れ
k
。
蹴
胃
倒
鎮
の
提
案

じ
は
、
国
家
投
資
銀
行
の
設
立
、
↓
割
る
閣
の
建
築
材
斜
の
製
法
、
製
靴
、

及
び
皮
革
工
業
、
ガ
ソ
リ
ジ
並
び
に
潤
滑
油
の
阪
買
を
合
hu若
干
革
開
業
む

祉
曾
化
が
含
ま
れ
土
。
し
か
し
乍

ι北
部
に
於
り
る
新
強
調
鍛
業
の
建
勧

を
唯
一
回
例
外
と
し
て
、
何
れ
も
末
仁
に
符
掴
引
を
見
で
い
な
い
。
か
〈
ー

リ
シ
タ
ー
ル
は
「
現
在
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
艇
関
白
】
W
B
E
R
m
R宮
崎
は
、
図

防
判
的
の
腐
の
担
鷲
が
仮
令
包
唱
合
せ
巴
れ
て
も
、
A
A

ロ
衆
闘
切
そ
れ
よ
り
恐

ら
く
大
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
推
算
し
て
い
る
。
(
第
二
畳
参
照
。
)
そ

し
て
蓮
大
な
人
即
の
矯
申
告
活
標
準
改
善
に
つ
い
て
の
こ
の
園
む
政
策
は
。

作
目
用
以
固
に
と
本
る

叶

H

業
宅
「
換
て
費
す

(
山
商
住

h
置
し
定
時

間
百
師
、
(

H

、
と
固
宮

山

m
s
物
F
J
d
は
加
新
を

町
町
一
出
築
K
E
と
附
は
回

目

G
J
J建
器
片
J
の
又
支

J

山

山

ぺ

LIh附
費
へ
鋳
の

a
m
M
械
h
仕
投
タ
の
て

品川町
J
r
叩
明
日
日
本
湘
川
淵
川

町

h
U
N
附
料
開
閉
ス

J
K即

h
m
t
z一
費
闘
し
い
山
俳

出
I

目
匹
授
が
淵
本
る
開
白

u
n
町
制
憾
の
墾
ず
開
成

出
削

h
唱
帯
外
定
聞
に
構

(第二表)スウェーデシ白各極摺部門別

1二見た固定重本に於ける粗投資

l I叫す [ I醐
単位U1mJレlfii%寧位ド1ルω問 /問U 

農業JHJ'漁業 59' 7 G3 8 

工 議 307 ! 37 294 ， .18 

貿 易 業 101 19 158 20 

政 府 72' 9 84 ， 11 

主 宅 231 28 1立8' 23 

1_" ____J_ 830 iJOO I 777 :ioo 

「混
A

骨
粗
済
」
の
構
遣
と
計
重
伯
府
方
盆

ヰ
土
睦
と
し
て
、
臼
由
企
業
と
私
有
財
産
と
い
う
現
容
秩
序
回
枠
内
で
行
わ

れ
る
如
き
諸
手
段
ド
限
定
せ
ら
れ
て
い
る
臼
で
晶
る
。
こ
れ
ら
は
弐
日
一
-

っ
、
即
ち
、
川
よ
ザ
ス
公
平
な
所
得
分
配
を
目
的
と
す
る
諸
手
段
、
角
川
失
業

ω排
除
並
び
に
ザ
一
産
・
商
業
白
合
理
的
組
織
化
に
よ
る
憾
所
得
日
増
大
を

狙
う
諸
手
段
、
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
と
れ
に
つ
い
て
は
、

=δ

年
代
的
初
期
よ

h
今
円
仁
至
る
迄
の
、
「
強
力
に
し
て
イ
シ
テ
り
ジ
エ
シ

ナ
ン
ヲ
ナ
リ

f

ト
な
L
(
P
ン
ダ
ー
と
、
正
し
て
「
園
有
化
の
強
力
な
擁
護
者
」
(
チ

ャ
イ
ル
ズ
)
た
る
大
撒
大
臣
グ
ィ
タ
フ
ォ
ル
三
出
回
町
内
当
日
間

ram)
巴
指

日
唱
の
下
仁
あ
る
所
詔
「
再
分
配
」
閤
家
財
政
一
軒
先
ず
註
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
彼
の
こ
り
批
准
は
英
国
f
含
む
他
的
如
何
な
る
図
よ

h
も
更
じ

、
、
、
、

強
力
で
み
の
る
。
所
得
及
び
資
本
に
到
す
る
首
接
的
呆
準
税
は
成
功
的
に
極

め
て
高
い
水
準
に
保
忙
れ
て
い
る
。
自
由
教
育
、
際
償
揮
礎
管
理
、
低
費

用
住
宅
、
及
び
養
老
年
金
等
々
の
如
一
さ
祉
曾
的
恩
典
は
、
中
産
階
級
を
含

む
へ
口
白
大
部
分
か
ち
感
謝
を
は
7

て
迎
え
色
れ
て
い
る
。
ご
山
様
な
累

準
続

t
泣
曾
政
筑
的
諸
手
段
と
的
結
合
に
基
づ
〈
移
開
府

LZ憾
額
は
、

し
か
し
乍
ら
、
園
防
h
v
l

含
む
一
般
的
問
的
の
腐
の
日
間
橋
本
準
い
か
高
い
闘
に

あ
っ
て
は
、
差
程
大
ー
と
な

h
得
な
い
で
ゐ
ろ
う
。

U
ン
ダ

1
ル
mw
蹴
算
は

こ
れ
を
惚
所
得
の
約
十
パ

1
セ
ン
ー
と
見
積
っ
て
い
る
。

従
っ
て
か
か
る
再
品
川
配
政
策
目
最
」
重
要
な
妓
果
は
、
恐
ら
く
、
「
心

理
的
性
質
白
色
町
」
で
あ
ろ
う
と
り
ン

F
l
ル
は
言
う
。
「
所
得
の
移
鵠
」

は
、
資
本
に
土
る
勢
倒
白
《
搾
取
》
一
か
、
そ
の
立
法
に
影
響
す
べ
き
力
を

通
じ
て
、
勢
働
に
よ
る
資
本
臼
《
搾
取
r
d

に
よ
っ
て
相
殺
せ
ら
れ
た
己
主

第
六
十
七
巻

第

胃

腸

九
五
、

四
九



「
混
骨
艇
済
」
市
町
構
遣
と
計
量
化
白
方
法

を
意
味
す
る
E
晶
ろ
う
。
務
働
者
並
び
仁
低
所
得
階
級
者
は
、
ム
プ
や
、
賓

質
的
仁
は
こ
れ
以
上
回
貨
幣
を
資
本
所
有
者
か
ら
搾
出
し
得
な
い
と
い
う

乙
と
を
理
解
す
与
に
至
る
。
そ
し
て
彼
等
は
《
苦
々
の
艇
冊
目
欣
態
由
よ
り

一
府

ω改
善
は
徳
園
民
所
得
の
増
大
に
依
存
す
る
》
と
結
論
し
な
り
れ
ば

な
ち
宇
、
結
局
仁
於
げ
る
自
己
申
利
害
い
か
，
共
廼
の
目
的
1
1自
ら
が
配

分
仁
あ
づ
か
る
園
民
分
配
分
自
極
大
化
l
l
k
日
緊
密
な
細
情
の
末
に
繋

つ
七
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
り
れ
ば
な
巴
な
い
。
ス
ウ
ヱ

l
デ
ン
に
於
吋

る
成
胡
的
な
《
混
合
経
済
》
の
成
立
候
件
は
、
か
く
て
、
多
分
に
、
前
曾

白
種
々
回
集
群
問
l
l
i労
働
と
資
本

E
の
問
の
み
な
ち
十
、
種
々
の
努
働

者
集
務
問
、
即
ち
農
業
調
エ
業
、
非
職
首
傍
観
者
割
誠
首
掛
醐
者
、
筋
肉

欝
働
者
調
頃
脳
提
働
者
l

|
白
《
謹
哲
麟
念
》
(
宮
口
回
開

o
t
o
H
E
z
q
)

の
鼓
展
仁
依
存
す
る
。

間

同
V

凶
日
何
回
w

書、・
w

匂
咽
宮
1

(

邦
謀
、
一
一
五
頁
J

叫

ζ

O

事
業
は
一
つ
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
し
て
商
業
用
銭
。
檎
入

に
依
存
す
る
こ
と
を

9
な
か

ιし
め
る
た
め
に
、
又
一
ワ
忙
は
こ
の

地
域
自
産
業
を
分
化
せ
し
め
る
偽
開
拓
せ
ら
れ
た
。

明
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
白
一
同
積
は
十
七
高
=
一
千
日
間
百
二
十
宍
平
方
マ
イ
ル

紬
人
同
は
一
九
四
六
年
現
在
大
百
七
十
六
両
一
一
二
ヤ
人
で
あ
る
。

何
貨
幣
・
財
政
政
策
こ
こ
で
苦
々
は
、
惚
闘
民
分
間
分
的
増
大
に

劃
す
る
計
謹
や
基
礎
と
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
政
策
白
問
題
に
到
達
す

• 

ヨ玉

O 

第
ニ
・

2
載

丸
山
ハ
翠

る
。
こ
の
計
霊
ド
つ
い
て
リ
シ
ダ

i
L
P
が
最
事
関
心
す
る
部
分
は
、
自
由

企
業
組
織
と
私
有
財
産
制
度
骨
支
柱
と
し
に
枠
内
で
の
私
的
生
毒
者
と
消

費
者
と
が
可
成

b
安
定
的
な
憤
桁
水
準
仁
於
い
て
岡
家
資
源
時
罰
金
利
用

に
到
達
す
る
と
漁
期
容
れ
る
如
き
類
型
由
貿
幣
政
策
ー
と
財
政
政
策
と
巴
準

備
仁
関
聯
す
る
。
こ
の
目
標
達
成
の
方
法
に
は
蓉
阿
部
に
推
知
き
れ
る
如
く

貨
幣
的
角
度
と
属
僻
白
角
度
ー
と
の
一
一
つ
白
接
近
が
あ
る
。
後
者
は
言
う
迄

も
な
〈
《
ケ
イ
ン
ズ
草
A
(

叩
》
の
指
令
す
る
よ
り
新
し
い
接
近
で
あ
る
。
し

か
し
リ
ン
グ

l
p
は
敢
て
醤
去
と
も
呼
ば
る
べ
き
前
者
町
接
近
を
採
揮
勧

奨
す
る
。
(
因
み
に
、
第
三
、
山
表
は
ス
ウ
ェ

I
T
ν
白
賞
特
面
と
雇
傭
聞

に
於
け
る
情
勢
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
担
論
、

u
J
Y
ダ
l
ル
四
か

か
る
決
定
は
理
論
的
で
あ
ろ
う
が
背
本
節
末
尾
四
註
記
参
照
。
)

第
宍
十
七
巻

〔第三表)

ZウzーヂシI=B雪け畠遁貨流
遁量・小曹物慣及び現金保有
賀賀慣値(毎年11月 j且白

平均、指数-1938~100)

子I~制612651947 I 272 
量 1948 I 293 

145 
149 

直{買 ι19吐8 157 

塁塁 l ぺ183 保有問値 Hi47 
183 

1948 187 

紙幣並'Oq.c鋳貨流掻
量目指数

b 生計費指数に基づく

...a J::.δとの比串

(E. P. D. of E. C. E.， U. N.， 
lbid.， Table 22. J: 1)抜草〉

a (註〕
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器

(

I

し
か
も
貨
略
的
問
題
、
即
ち
、
慎
絡
水
準
安
定
化
日
定
式
化

r於
い
て
、

彼
は
自
ら
の
師
ク
ョ

l
ト
・
ゲ
ィ
V

ク
セ
片
(
『
利
子
と
物
慣
』
、
一
へ
丸

凡
年
)
白
寄
県
に
よ
っ
て
基
礎
が
輿
え
ら
れ
、
『
貨
幣
論
』
仁
臨
現
せ
ら

れ
た
限
b
で
由
ケ
イ
ン
ズ
の
思
想

ι一
致
す
る
古
い
ス
ゥ
ヱ

1
デ

ν的
停

統
に
温
随
す
る
。
リ
シ
ダ
J
h
p
D
剣
断
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
於

吋
る
政
策
へ
の
《
同
4
凶
作
自
国

E
E
E
E》
は
『
貨
幣
論
』

r見
出
さ
れ

る
巴
で
あ
h
旬
、
こ
れ
は
、
よ
h
J
一
府
特
殊
な
諸
般
定
に
蒸
づ
〈
『
一
般
理

論
』
よ
り
も
償
値
が
あ

b
、
動
肇
的
問
題
に
翻
す
名
よ
り
よ
き
一
般
的
接

託
で
品
る
J

己
申
理
論
的
博
統
に
従
う
と
吉
、
生
産
要
素
並
び
に
生
産
物
に
閲
す
る

一
股
債
椅
水
準
の
恕
動
じ
は
+
武
田
二
種
が
離
え
得
る
。

l
l川
計
霊
貯
蓄

't計
諜
投
資
と
の
講
離
に
基
づ
(
被
誘
控
的
(
ロ
U
E
E
)
償
格
運
動
、

制
他
の
よ

h
外
生
的
な
諸
原
因
仁
よ

b
審
判
匝
せ
ら
れ
る
自
働
的
乃
至
自
生

的

(
E
Z
E
E
6
5
2
4
S
E
E
0
5
)
債
格
運
動
。
正
し
て
生
産
能
事
由

(第四表)

'"ヴzーデシに於Iする
失業率(財)

1937 10.8 1944 4.9 

1938 10.9 1945 4.5 
ト一一一

9来.2 1939 1946 3.2 

1941 11.3 1947 2.8 

1942 7.5 1948 2.8 

1943 5.7 1949 2.7 

「
混
合
紹
済
L
D
構
謹
と
計
量
化
目
方
建

礎
化
に
よ

ι惹
起
せ
ら
れ
た
債
格
運
動
は
、
そ
れ
が
、
そ
の
原
因
に
よ
り

設
定
せ
ら
れ
に
限
度
内
仁
止
ま
る
限
り
上
田
ニ
錨
曙
に
含
ま
れ
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
か
か
る
債
格
鑓
化
が
防
止
せ
巴
る
ベ
吉
や
否
や
の
問
題
に
ワ
い

て
詳
細
骨
つ
〈
す
こ
と
は
、
ム
マ
の
場
合
、
り
ン
グ

l
b
w
の
閥
、
む
か
ら
逸
れ

て
い
る
。
彼
は
こ
乙
?
、
ス
ウ
エ
デ
ン
仁
閥
刊
る
の
み
な
ら
十
他
の
諸

園
家
に
閲
し
て
も
受
賞
と
せ
ら
れ
る
如
〈
思
わ
れ
る
こ
ワ
臼
伎
定
を
一
目
す

に
止
ま
っ
て
い
る
。
副
ち
、

ω「
被
誘
接
的
」
慣
持
運
動
は
能
う
限
り
滅

ぜ
ら
れ
nG
こ
と
が
醐
捕
ま
し
い
と
い
う
こ
と
、
間
他
日
「
自
生
的
」
債
格
運

動
は
統
制
せ
ら
る
ペ
き
で
あ
る
こ
と
。

し
か
し

ω川
町
賀
現
と
い
う
こ
と
は
計
聾
貯
蓄
と
計
量
投
資
(
海
外
へ
の

費
本
輪
出
を
合
む
)
叩
楓
翻
聞
に
於
吋
る
E
確
な
均
等
を
必
争
し
も
意
味

し
な
い
。
但
し
こ
れ
は
、
貯
蓄
と
投
資
と
は
、
企
業
者
自
結
果
的
な
利
得

E
損
失
と
が
全
世
と
し
て
自
社
曾
に
閲
し
て
は
縄
張
的
奴
果
を
も
股
備
的

殻
果
世
も
有
に
ぬ
と
い
う
如
事
、
或
い
は
グ
イ
拶
ク
セ
グ
と
同
じ
立
場
と

自
ら
詔
め
亡
ケ
イ

Y
M
か
ち
引
用
す
れ
ば
、
企
業
者
の
報
酬
は
、
「
俄
令

彼
等
炉
一
般
的
に
符
わ
わ
あ
枚
入
曜
日
て
凡
て
の
生
産
要
素
と
新
し
き
契

約
者
開
始
し
得
る
と
し
て
も
そ
日
経
費
規
模
を
増
大
叉
は
滅
少
せ
し
む
べ

き
何
れ
の
動
機
世
も
彼
等
に
典
え
な
い
」
司
と
い
う
意
味
ド
於
い
て
「
定
常

的
」
で
晶
る
べ
き
ピ
と
い
う
如
害
関
係
に
ゐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ζ

こ

仁
は
興
味
深
い
理
論
的
問
題
が
あ

5
0
l
l貯
蓄
及
び
投
資
白
「
事
前
的
」

表
示
は
任
意
即
時
鮪
に
先
立
つ
或
る
期
間
仁
劃
し
て
、
該
時
酷
に
め
ワ
て

企
業
者
が
夫
々
の
嬰
量
に
闘
し
て
抱
く
「
探
想
」
?
で
晶
る
。
で
は
、
か
か

第
六
+
七
巻

五

乱
七

第
二
・
=
一
揖



「
温
骨
髄
済
L
O
構
造
と
計
量
化
。
方
誌

る
企
業
者
の
理
想
と
不
楢
寅
要
素
に
謝
す
る
彼
等
の
態
度
と
に
閲
す
る
種

々
の
俄
定
の
下
に
あ
っ
て
、
異
由
貿
階
的
均
衡
を
樹
立
す
る
痛
に
、
櫓
計

費
貯
蓄
と
組
計
者
投
資
と
の
パ
ヲ
y

d
、
従
つ
亡
こ
れ
に
劉
臨
す
る
企
業

者
の
利
得
'
と
損
失
と
白
パ
ヲ

ν
ス
は
如
何
に
し
て
達
成
せ
色
れ
る
自
で
あ

る
か
。
こ
の
設
聞
に
興
え
に
り
ン

r
l
片
町
結
論
的
解
答
は
こ
う
で
品
る
。

企
業
者
出
或
る
一
定
の
償
給
、
需
製
版
態
、
利
子
率
、
'
生
産
費
等
々
の
存

在
の
鴻
想
に
基
き
一
定
提
費
量
者
計
置
す
る
。
若
し
企
業
者
が
将
来
の
こ

れ
ら
の
現
政
仁
つ
い
て
興
眠
必
見
解
昔
抱
〈
な
ら
ば

7
y
Tル

自
原
丈
が
「
悲
観
的
」
(
司
由
巳
呂
町
民
の
)
と
な
っ
ζ

い
る
自
は
棋

p
で
あ
ろ

う。

F
F
司
匡
・
)
、
彼
等
は
、
計
聾
貯
蓄
に
濁
す
ゐ
計
普
段
費
出
割
際

的
引
超
過
に
よ
っ
て
惹
起
せ
色
れ
る
損
失
に
劃
す
る
利
得

ω超
過
に
よ

b
、

そ
の
活
動
を
錯
々
鼓
舞
せ
ら
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
過
は
逝
で
あ
引
。

情
、
と

ιろ
で
、
提
起
せ
ら
れ
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
議
行
に
は
こ
肢
の
径

路
が
ゐ
る
。
一
は
貨
幣
的
乃
至
財
政
的
雷
同
の
自
働
的
瓦
作
用
に
謝
す
る

依
存
E
品
b
、
他
は
将
来
に
劃
す
る
計
聾
に
幕
づ
い
た
嘗
局
の
多
少
共
器

意
的
な
作
用
を
前
提
と
す
あ
径
路
で
品
名
。
己
申
賭
に
つ
き
り
ン
ダ

l
ル

は
、
「
責
任
あ
お
嘗
局
仁
謝
す
る
多
量
の
懇
意
的
構
カ
と
関
聯
す
る
可
成

h
強
度
目
許
費
は
こ
の
分
野
に
於
凶
り
る
合
理
的
政
策
目
必
須
係
件
で
あ

る
」
と
の
見
解
に
於
い
て
、
よ

b
強
い
意
味
で
申
後
者
世
採
る
。
唯
、
弐

申
如
E
甑
え
1
1卜
i
例
え
ば
、
若
し
令
栄
圏
に
於
げ
る
貨
幣
的
・
財
政
的

嘗
白
同
が
ド
ル
の
償
値
を
比
較
的
安
定
的
仁
(
即
ち
、
或
る
間
格
指
数
と
白

岡
聯
に
於
い
て
快
定
せ

b
れ
た
一
定
白
狭
い
限
度
内
で
四
恥
艶
動
L
得
る

第
六
十
七
省

五

第
二
・
日
一
貌

九
f、

に
止
ま
る
如
〈
)
保
つ
ベ
く
最
善
を
つ
く
す
様

ι法
的
に
義
務
付
げ
ら
れ

得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
投
資
骨
潟
し
或
い
は
将
来
に
劃
す
る
契
約
を
矯
さ

ん
ー
と
す
る
人
々
に
よ
っ
て
預
想
せ
ら
れ
る
確
定
的
な
利
得
は
、
如
何
程
に

大
と
な
石
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ー
ー
に
は
同
情
が
有

t
れ
ね
ば
な
ら
白
。

し
か
し
乍

ι.
か
か
る
目
的
貿
現
の
手
段
に
閥
レ
て
は
、
営
同
は
能
う
限

b
自
由
に
行
動
し
得
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
吋
れ
ば
彼
等
は
そ
申

義
務
を
完
遂
レ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

倍
、
貨
幣
的
均
衡
は
、
将
来
の
或
る
明
同
の
技
資
者
活
動
と
消
費
者
活

動
、
と
を
誘
設
す
べ
く
偶
定
せ

ιれ
る
凡
明
る
諸
計
聾
間
に
於
げ
る
成
る

島
田
町
民
F
E
q
と
し
て
も
規
定
せ
ら
れ
得
る
が
故
に
、
営
同
は
期
間
白

初
め
に
晶
っ
て
こ
れ
ら
巴
計
責
の
審
議
を
凝
ら
お
拍
ば
な
ら
子
、
若
し
そ

こ
に
均
衡
か
ら
白
事
離
が
理
想
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
同
復
の
飼
白
計

事
規
正
手
段
が
打
た
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
方
法
に
よ
り
債

格
水
準
の
不
安
定
化
傾
向
は
そ
の
賞
現
に
先
立
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
よ
う
。

若
し
も
、
彼
等
申
行
動
炉
、
慎
椅
水
準
が
既
に
呆
積
的
数
果
音
仲
い
つ
ワ

田
明
者
な
上
向
又
は
下
降
運
動
ゃ
開
始
す
る
ぷ
至
石
造
越
潤
す
る
な
巴
ば
、

よ
b
強
力
な
手
段
が
是
の
停
止
白
矯
に
揮
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
不
可
避
と

な

h
、
し
か
も
そ
由
時
、
循
環
的
鑓
動
は
既
仁
そ
白
浩
一
行
過
程
骨
疾
走
し

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
は
、
散
で
言
う
な
ら
ば
、
理
組
樫
楓
開
皐
者

仁
と
っ
て
は
好
個
の
研
究
題
目
で
あ
る
か
も
知
れ
阻
、
し
か
し
吐
曾
的
惇

生
-
投
に
執
し
て
は
明
か
に
好
ま
し
か
ら
ず
る
妓
果
を
有
っ
。
己
申
黙
に

つ
い
て
は
後
仁
再
び
盤
設
し
よ
う
。
以
上
と
同
じ
推
理
は
雇
傭
印
刷
例
題

ι



つ
い
て
も
官
操
る
。
失
業
傘
防
止
仁
充
分
な
る
初
期
の
段
階
じ
、
そ
の
減

殺
手
段
智
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
何
匹
理
由
あ
っ
て

そ
の
増
大
を
扶
手
傍
観
す
る
の
で
め
る
か
。

参
照
せ
ち
れ
た
い
。

団
「
園
長
極
調
理
算
」
白
構
成
こ
こ
に
提
起
せ
色
れ
に
計
書
が
、
他

の
ス
カ
シ
ジ
ナ
ず
ィ
ア
諸
園
と
共
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
於
い
て
採
用
管
施

耐
ス
ワ
ェ

1
デ

y
F昨
年
賀
抽
し
た
ク
ロ
ー
ネ
の
デ
ゲ

せ
も
れ
て
い
る
一
般
的
形
式
は
、
所
謂
《
関
民
膝
狩
晴
朗
算
》
(
眉
己

EE-

シ
ョ
ン
は
轍
出
問
題
の
解
決
を
狙
っ
た
も
白
で
あ
り
、
現
在
ζ

叩
園

が
置
冒
す
る
最
大
の
問
題
は
、
高
輪
出
費
用
が
イ
ン
フ
レ
的
役
呆
を
国
邑
開

F
。
HZEE-mHhncE自
民
国
百
品
開
旦
白
構
成
で
あ
戸
川
。

質
調
ず
る
ヰ
と
を
岡
越
し
得
る
中
苔
中
に
存
タ
る
と
官
わ
れ
て
い
閤
民
間
桝
一
再
換
算
は
、
来
年
度
に
於
げ
あ
一
園
の
締
済
震
度
の
晴
朗
測
ぞ
示

る
。
(
者

-
p
o
E
F
T
-
山岡氏一

F
E
E
S
-
J
M
E
岩
E
E
m

し
、
を
の
篤
の
政
策
を
提
示
す
る
。
更
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
種
々
の
側

E
百
四
自
民
国

Z
冨

anH同
町

P
自
官

5
-
n
4
H
F
R
冨

trEHUS

面
に
於
り
る
そ
臼
諜
礎
L

と
ぞ
日
課
想
せ
ら
れ
る
結
果
と
を
示
し
、
政
府
に

回
目
FMW
皆
、

hs・
p・
-
、
屯
き

i
午
、
足
音
予
冨
品
、
劃
す
る
プ
エ
ヲ
ム
と
し
て

E
っ
そ
の
プ
ロ

r
ヲ
ム
の
修
正
・
と
し
て
の
意

凶
器
。
・
甲
凶

r
P
O
E
m
F
E
E
-
E
w
匂一切・

5
f
E
'
邦
替
、
ふ
味
を
有
つ
α
若
レ
、
頭
る
目
的
、
例
え
ば
安
定
的
債
格
水
準
之
宰
謡
館

一
二
二
頁

J

.

炉
政
策
目
矯
に
設
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
園
同
経
済
晴
朗
算
は
こ
れ
ら
由
要

何

同

4
z
m
-
A
Hぜ
E
N
E
民
主
主
〈
乙

r
邑
邑

MVL自
(
邦
求
い
か
如
伺
に
し
て
質
現
せ
、

ιれ
る
か
と
い
う
問
題
仁
答
え
な
け
れ
ば
な
ら

曹

、

第

二

分

班

、

五

買

。

)

な

い

。

か

か

る

閣

一

湾

換

算

@

展

開

に

は

失

の

ご

段

階

的

経

過

が

含

ま

向
因
み
に
、

ρ
1
ト
は
企
業
者
諌
想
自
構
詣
の
般
密
疋
分
析
の
結
果
れ
る
。
発
づ
第
一
仁
経
済
専
門
家
の
技
術
的
作
業
で
あ
る
。
過
去
の
ア
ゲ

真
。
命
題
を
確
隠
し
て
い
る

Q
(
?
の
・
問
主
旨
青
山
ぜ
号
号
、
エ
イ
ヲ
プ
ル
な
園
民
経
済
計
耳
組
織
か
ら
出
裂
し
て
、
彼
等
は
政
策
仁
閥

S
ミ
E
S
L良
品
、
苦
言
、
E
s
s
h
E色
下
司
)
ー
ー
す
る
揮
一
的
仮
定
の
下
仁
於
け
る
葦
術
的
箆
展
を
算
出
し
な
け
れ
ば

rら

「
企
繋
者
に
と
っ
て
不
利
な
盟
想
と
寅
現
と
白
訴
離

(Em品
目
阿
佐
ぽ
向
。
次
に
と
の
推
測
町
一
結
果
に
罰
し
て
、
政
治
的
見
地
よ

h
こ
れ
色
の
摺

E
4
5
4
は
課
想
を
悲
榔
的
に
鍵
克
せ
し
め
る
惜
向
が
あ
p
、
そ
白
-
的
援
展
に
闘
す
る
計
債
と
、
政
策
的
基
礎
と
し
T
の
そ
れ
ら
の
何
れ
か

遁
世
話
で
あ
る
。
」
と
の
駐
に
つ
い
て
白
酔
相
仕
拙
稿
「
企
業
者
に
於
一
つ
の
採
昂
と
が
行
わ
れ
忍
o

こ
の
様
な
過
穂
mu
後
に
濯
ば
れ
た
ォ

1
h
y

け
る
強
想
自
形
成
」
{
『
経
済
盟
諭
』
、
第
一
一
置
、
四
丸
王
大
頁
)
を

F
l
ナ
テ
ィ
グ
が
園
民
経
関
一
珠
算
と
し
て
成
立
す
る
。
換
言
し
よ
う
。
こ

「
混
合
鰹
油
開
」
自
梼
誼
と
計
重
化
白
方
建

第
六
十
七
巻

ヨ王

第
二
・
三
披

7L 
7L 



「
混
合
経
済
」
の
構
造
と
計
聾
化
。
方
建

乱
開
戸
内
宮

R
E
C
E阿
古

E
F
o
-
v
B
E
v
-
-
r
q

mm回
目
》
と
《
岳
町
宮
m
:
-
E晶
片
品
目
宮
市
昨
日
Q

ロ
》
の
一
一
つ
の
開
門
い
か
有
在

す
る
。ス
ウ
ナ
l
ヂ

Y

に
於
い
て
、
己
申
第
一
段
階
の
作
業
は
、
憾
済
肝
究
所

(
問
。
白

]
E
F
E
E
Z
E
E
F
S。
E
n
F
m
m
m
W
E
L
D
E
E互
に

委

ね

ら
れ
主
い
尋
。
こ
れ
は
園
立
白
閉
究
所
で
あ
り
犬
臓
管
内
に
明
日
出
直
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
比
践
的
調
立
な
地
位
や
有
っ
。
例
え
ば
、
現
研
究

所
長
z
p
ク
・
ル
ン
ド
ペ

P
2
3民
宣
言
、
誉
回
コ
骨
量
品
、
同
ヘ
EU竜
之

同
寺
5
5・
届
ω叶
a

の
害
者
と
し
て
周
知
の
坦
諦
細
祷
革
者
)
は
、
既

に
探
揮
せ
ら
れ
れ
い
政
策
申
批
判
を
公
表
す
る
こ

k
が
屡
々
で
あ
hd
、
か
く

し
て
薗
民
は
、
行
動
mu
鷺
測
仁
於
い
て
、
政
府
白
品
開
h
に
も
窓
意
的
市
政

治
的
偏
向
の
危
険
か

ι免
れ
保
て
い
る
の
で
品
る
。

tvLろ
で
、
こ
申
問

究
所
に
於
付
ぷ
理
測
市
動
に
つ
い
て
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
離
が
あ
る
。

車
な
る
所
輿
由
時
系
列
の
補
外
、
郎
一
ち
所
制
外
揮
法

(E『
品
己
色
。
回
)
白

適
用
白
み
に
止
ま
ら
令
、
「
事
前
・
事
後
分
析
」

(
2
3
hマ
iEL言
、
宮
}
戸

田
岡
宮
内
)
の
理
論
的
用
具
が
フ
ロ
グ
ノ
シ
ス
の
篤
に
賀
際
的
謄
聞
を
見
て
い

る
己
と
で
品
る
。
こ
町
方
法
は
周
知
の
如
〈
、
或
る
期
間
仁
於
け
る
界
展

が
該
期
間
の
初
め
に
於
い
て
臨
機
車
位
皇
国
置
じ
闘
す
る
既
知
事
項
か
ち

計
算
乃
至
説
明
廿
ら
れ
る
己
正
を
意
味
す
る
。

倍
、
専
門
家
白
最
も
重
要
な
作
業
は
、
か
か
る
理
論
的
統
計
的
方
法
に

基
い
て
、
臨
済
堕
位
が
来
年
度
に
作
用
せ
し
あ
ん
k
意
闘
す
あ
凡
明
る
計

聾
の
間
民
鰹
済
的
診
断
吾
下
す
こ
と
で
品
る
。
そ
し
て
、
若
し
財
貨
並
び

の
成
立
に
至
る
趨
仁
は

事
六
十
七
巻

一
五
回

第
二
・
=
一
韓

O 
O 

に
用
役
に
翻
す

ι糊
許
哩
軍
需
要
申
織
品
約
畏
供
給
よ
り
の
超
過
、
或
い
は
偲

計
費
技
資
の
鮪
計
曹
貯
蓄
に
顎
す
る
超
過
が
見
出
5
れ
ゐ
な
ら
ば
、
こ
の

}
一
麹
畳
間
の
差
は
、
そ
れ
が
貨
幣
的
拘
衡
と
雨
立
し
な
い
限
h
、
「
イ
ン

フ

v
・
ギ
ヤ
少
プ
」
と
し
て
特
徴
付
吋
ら
れ
あ
。
日
(
但
し
リ
ン
ダ

lbw
に

よ
れ
ば
、
ス
ゥ
ェ

l
デ
u
J

仁
闘
す
る
限
b
、
「
デ
フ

ν
・
ギ
ャ
ッ
プ
」
即

ち
計
襲
供
給
の
計
寮
話
要
に
刷
劃
す
る
超
過
の
線
臓
は
未
ゼ
な
い
と
い
う
。
)

若
し
、
こ
の
ギ
ヤ
ヅ
プ
M
Y
計
賓
の
規
正
ー
ー
そ
の
矯
に
政
府
は
、
部
品
川
的

に
は
、
そ
れ
自
瞳
の
需
給
量
を
痩
花
す
る
こ
と
が
出
来
、
部
品
町
的
に
は
私

的
経
済
車
位
昭
一
計
費
に
影
響
昔
興
え
名
こ
と
が
可
能
で
あ
る
ー
ー
に
よ
っ

て
補
損
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
結
果
的
援
毘
は
イ
ン
フ
レ
的
類
型
自
も

の
と
な

b
、
か
く
て
、
若
し
そ
れ
が
、
橋
入
目
増
ト
人
乃
至
在
庫
品
の
減
少

に
よ
り
減
殺
せ
ら
れ
ぎ
る
か
或
い
は
債
格
統
制
に
よ
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
ざ

る
限

h
、
慣
格
水
準
日
奔
騰
が
質
現
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
乍
ら
、
こ
こ
数
年
来
、
ス
ウ
Z

ヂ
ン
に
於
げ
る
園
民
腐
済
環
算
自
適

用
仁
あ
っ
て
、
こ
の
研
究
所
の
興
味
は
各
年
度
の
初
期
に
存
在
す
る
可
能

的
イ
シ
フ

ν
・
ギ
ャ
ッ
プ
申
大
き
さ
に
劃
す
る
抵
抗
の
み
に
存
し
士
。
こ

れ
は
外
で
も
な
く
ギ
ャ
ッ
プ
の
排
除
ぞ
号
れ
白
鴎
意
味
す
べ
き
他
の
手
段

即
ち
「
計
持
白
蒐
集
と
結
合
」
が
こ
こ
で
研
究
せ
ら
れ
政
府
に
提
示
せ
ら

れ
t
い
る
か

ιで
あ
る
。
そ
の
概
略
は
こ
う
で
あ
る
。
現
る
場
合
に
は
公

、
共
閤
瞥
局
及
吋
印
私
的
企
業
よ
り
報
告
せ
ち
れ
た
賀
際
の
計
官
が
蒐
集
・
轄

理
せ
ら
れ
、
演
る
場
合
じ
は
専
門
家
が
現
行
慣
格
水
準
仁
於
り
る
生
産
及

び
所
得
目
華
日
間
的
震
度
に
つ
い
て
行
っ
た
漁
測
作
業
者
基
礎
と
し
て
構
成



し
た
僻
設
的
許
賓
の
繍
合
日
試
み
ら
れ
る
。
か
か
る
諸
考
案
M
P

宅
耳
障
性
、

交
易
保
件
、
所
得
状
態
等
々
仁
つ
い
て
臼
積
々
な
る
偲
設
仁
夫
々
劉
醸
し

て
適
宜
仁
提
示
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
申
作
業
白

E
確
さ
を
誇
示
す
べ

き
一
例
が
品
る
。
一
九
四
六
雫
の
車
J

・

m究
所
は
、
政
府
が
中
和
的
手
段

を
と

ιぎ
る
限
h
、
一
九
四
七
草
の
橘
入
超
過
績
は
ご

0
0億
ク
ロ
ー
ネ

で
あ
る
k
漁
測
し
た
。
壁
際
の
額
は
一
九
入
億
ク
ロ
ー
ネ
で
あ
ワ
亡
。

庇
油
か
ら
も
出
聞
か
な
様
じ
、
園
民
騒
湾
建
算
は
、
行
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
政
府
が
採
揮
す
る
多
〈
巴
可
能
的
な
揮
-
的
晴
朗
測
の
一
つ
に
過
吉

な
い
。
保
つ

τ若
し
来
年
度
に
於
げ
る
設
展
M
Y
摘
強
的
類
型
日
志
の

t
る

や
収
縮
的
問
明
剥
の
ち
の
た
る
や
を
議
見
す
る
こ
と
困
難
で
あ
る
な
ら
ば

ぞ
し
で
ス
ウ
エ

1
デ
シ
申
現
朕
(
本
節
、
世
品
開
参
照
。
)
は
そ
の
適
例
で

あ
る
と
リ

y
r
l
ル
は
言
う

l
l勲
観
的
課
算
と
悲
観
的
課
算
と
の
選
揮

が
純
特

ι罫
臨
む
作
業
で
品
る
以
上
、
政
府
は
こ
こ
で
大
な
る
ヂ

νν

マ
ド
陥
る
。
り
Y
グ
l
w
は
こ
の
賂
に
闘
す
る
よ
り
合
理
的
な
手
慣
と
し

て
、
一
つ
は
繍
張
的
損
一
切
矯
の
、
一
つ
は
収
納
的
揮
一
の
矯
町
、
三
ヲ

の
凶
民
解
椀
開
設
算
を
階
成
し
、
こ
れ
ら
一
一
つ
の
議
算
の
適
用
骨
質
際
自
僻

mu「

過
ド
ド
依
存
せ
し
め
る
己
唱
と
を
提
案
し
て
い
白
。
そ
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
即

時
地
算
組
織
に
3

と
っ
て
か
か
る
提
索
は
宣
際
仁
探
用
可
能
で
あ
る
。
議
曾
に

は
、
遇
常
閥
系
輪
開
算
と
共
に
、
若
し
例
え
ば
売
業
増
加
傾
向
が
平
念
に
阻

止
せ
ら
れ
担
ば
な
ら
阻
な
ら
ば
、
こ
れ
に
翻
し
て
打
に
る
べ
き
緊
急
補
E

預
算
を
醍
動
せ
し
め
る
-
と
炉
許
さ
れ
て
い
る
。

「
祖
骨
粗
済
」
の
構
撞
と
計
壷
化
。
方
建

め
首
う
遣
も
な
い
が
、
こ
れ
と
、
第
二
究
大
戟
前
に
於
叩
る
肝
謂

あ
景
品
許
町
田
口
角
田
忠

5
0
問
題

(FEErr
ミ
s
q
g
a町
内
屯
き
h

邑
ω
P
〉
】
省
内
甲
山
仲
ど
冨
〕
司

prah司
Mmnp-
吋
D
】
ち
〕
可
百
呂
町
出

E
E
Z
m

♀
昔
、
s
h号
、
.
同
R
F
h
p
w
bぽ
号
室
、
却
す
号
、
室
、
.
冨
4
岳
u

H
@
M
G
O
F

参
照
)
と
は
区
別
を
要
守
る
。
所
謂
《
図
民
経
済
強
算
》

に
合
ま
れ
た
論
理
に
つ
い
て
は
、

A
・
G
・
ρ
1
ト
と
J
・
毛
ザ
v
タ

之
目
論
争
(
入
会
号
、
同
町
、
ミ
・
同
自

-
F
1
・
耳
目

nr-E島
町
由
。

1u

回出品目
av
を
参
照
せ
よ
。
ノ
ー
ル
ウ
ェ

1
0
園
民
組
湾
暗
闇
揮
に
つ
い
て

は
山
田
勇
敢
授
四
紹
介
が
あ
る
。
(
『
紹
済
研
究
牧
草
=
一
観
、
一
九
五

o。
伶
、
回
目

E
申
書
、
5
6
h
s
g
N苦

P
4・
同
〈
・
参
照
。
)

仰

p
m
E
E
E
J
R
E
m
g
m
E
Jロ
R
F
O
B
E
n
F
B
Z
Z
1

』
白
書
・
同
包
誌

-
P
F
足
有
吉
富
民
同

hdy号
、
島
是
♂
出
品

w
E
h目唱・

∞
印
己
暗
黙
イ

T
9
ス
の
倒
に
よ
刀
、
山
少
し

t
具
樺
的
に
示
し
て
お

と
う
。
「
分
別
」
を
誇
る
イ
ギ

B
ス
寅
業
界
四
俊
秀
k
「
精
機
」
を
ほ
こ

る
イ
ギ

p
ス
行
政
官
僚
か
ら
構
成
せ
ら
れ
た
計
叢
謹
行
委
員
曾
目
玉

つ
甲
賀
行
分
科
曾
(
そ
の
寅
務
擁
任
官
四
多
〈
は
若
い
ケ
イ
ジ
ア
ン

.
担
ヨ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
J
が
、
夫
々
第
働
力
、
国
産
轍
入
原

料
、
圏
際
秩
支
、
園
民
所
得
、
景
無
趨
勢
四
五
事
項
毎
分
揖
調
査
す
る
。

強
行
委
員
舎
は
各
分
科
命
中
作
業
結
果
を
結
合
調
整
し
、
諸
般
申
政

策
と
白
関
聯
を
酪
酌
し
乍
L
園
民
解
揖
珠
算
案
を
作
成
し
と
の
案
が

閣
僚
を
構
成
員
と
す
る
毛

B
Y
Y
委
員
官
民
提
出
せ
ら
れ
る
ロ
号

B

Y

ン
委
員
曹
は
、
之
民
政
抽
的
検
討
を
加
え
、
と
と
に
園
民
経
済
強

第
六
十
七
巻

一
五
五

第
ニ
・
一
一
Z
田

O 



「
混
告
個
湾
」
白
構
治
と
計
量
佑
白
方
途

算
四
最
後
決
定
が
行
わ
れ
醸
曹
の
討
議
を
受
け
る
ζ

と
と
な
る
。

)
 
日
周
知
の
如
〈
、
己
れ
は
ル
ン
ド
ベ

B

主
(
号
、
・
)
、

B

Y
ダ
1
ル

(
 

(E)、
i
z
-
-
F
E
n
o
r
m
m
Z
E
F
晶
品
品

同国民
E
胃
EM円
《
同
日
開
n
E
F
E
H
Z冒
廿
E
〉ヨ巴〕志向

3

5

hミ
な
持
、

話、

h
n註
号
、
3
D
E
-
-弔
問
・
4
C
口
出
品
井
咽
凶
器
ωw
足
、
再
E
司

同
宮
崎
守
、
3
3
S
3
E呂
田
)
、
ウ
9

1
ン
(
R
m
r
E
R
当
且
旬
。
ロ
件
官
盟
Rf

r
r
o
F
J
P
8
4
0同

m
E占
目
白

F
E
E
E
E〈
同
日
言
語
民

、
君
主
主
回
目
w

巴
笥
a
)

に
Z
ワ
て
開
拓
せ

b
れ
た
分
析
要
具
で
お

る
。
就
中
「
ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
は
こ
の
直
別
世
導
入
し
た
最
初
白
人
で

あ
っ
た
。
」

(
P
A
S開
阿
阿
佐
日
目
。
♂
旬
、
待
章
、
司
守

E
民

b
t司
E
E
U

凶
器
也
下
一
戸
∞
♂
向
。
且
問
。

F
〉]切。

m日
岡
町
仏
mwrr
芯

E
W
唱
。
ω・)し

か
し
こ
田
直
別
陀
請
し
て
、
寝
具
ル

r
T
ル
よ

E
も
誼
切
な
方
法
的

基
礎
を
奥
え
た
四
位

p
y
〆
1
ル
で
あ
る
(
青
山
秀
夫
「
期
間
分
析

と
均
揖
概
念
」
本
誌
、
一
九
四

O
年
四
月
披
、
参
照
)
。

四
か
か
る
提
案
に
位
、

F
F
Z宮
]
E
P
旬
、
市
も
さ
き
L
、
昨
里
丘
、
F

E
a
k泊
う
D
ン

r
l
ル
自
身
町
蹟
想

l
計
費
自
構
誼
に
闘
す
る

分
析
令
F
A
目指
v
呂
I
E
)
の
理
論
的
根
擦
を
考
え
得
る
。
常
、

ρ

I
ト
は
、
既
医
、
園
民
鰹
済
課
算
白
編
成
に
於
け
る
「
一
個
的
保
設
」

を
排
酷
し
、
そ
四
動
皐
伯
(
伸
縮
化
)
を
ま
て
い
る
。

(Fユ汗そu二h-工R
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第
六
十
士
巻

一
王
六

賀高

披

O 

〉

B詰
宮

田

岡

-
E
Z
H
E
o
E弘
同
》
百

E
H
n
E
a四
Zm.3九
円

E
官
、
理
主
主

〈。
F
H
q
F
唱
Y
T
H
F
邑
邑
・
)

伺
「
酒
舎
錨
璃
」
巳
於
静
る
肘
轟
柏
田
方
途
最
後
に
、
約
束
せ

ιれ

た
問
題

1
l貨
幣
的
均
衡
確
立
に
必
須
田
計
襲
化
の
問
題

111に
つ
い
て

の
立
入
っ
た
閲
読
を
行
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
現
在
他
の
舎
(
の
図
々
と

同
様
、
利
子
市
平
の
操
作
者
捧
控
え
、
そ
の
他
白
財
政
的
手
段
(
不
均
栢
強

句町
芝
、
一
信
用
制
限
(
市
中
盤
行
と
の
協
約
匝
基
づ
〈
現
金
申
備
要
求
目
引

上
)
及
び
投
資
町
商
接
的
統
制
(
家
屋
建
築
田
認
可
制
}
を
行
っ
て
い
る
む

こ
れ
ら
は
言
う
造
も
な
々
凡
て
翠
げ
て
ィ

ν
フ

ν
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
閉
塞
、

貨
幣
的
均
衡
樹
立
の
震
の
努
力
で
は
品
る
。
し
か
し
乍
色
、
偲
令
政
策
の

こ
の
一
部
分
が
成
功
的
に
島
理
せ
ら
れ
て
も
宵
優
格
水
準
の
本
質
的
理
化
は

種
々
日
好
ま
し
か
ら
『
る
結
果
を
件
っ
て
割
引
裂
し
得
忍
こ
と
に
気
付
か
ね

ば
な
ら
向
。
例
え
ば
、
郵
薗
組
A
A

ロ
炉
賃
銀
水
準
mu
賢
質
的
増
加
に
成
功
し

そ
し
て
生
産
者
は
そ
れ
に
艶
臆
す
る
度
合
に
長
い
て
生
産
物
慣
格
を
直
ち

に
引
上
げ
た
と
偲
定
し
よ
う
。
こ
田
場
合
、
若
し
農
民
を
白
他
の
社
曾
的

集
群
色
、
生
活
費
高
騰
を
白
色
補
償
し
得
ゐ
に
足
る
所
問
問
増
大
仁
首
尾
よ

〈
成
功
す
る
な
ら
ば
、
新
た
な
貨
幣
的
均
衡
が
最
初
回
そ
れ
よ

h
h
よ
h

R
同
い
水
準
に
於
い
て
到
塗
せ
ら
れ
得
る
。
勿
論
、
と
の
新
事
態
の
篤
じ
は

よ
b
多
量
日
現
金
と
よ
h
多
量
の
信
用
と
が
必
要
E
ぜ
ち
れ
よ
号
。
若
し

銀
行
組
織
が
貨
幣
的
均
衡
維
持
田
原
理
に
従
つ
で
調
整
せ

ιれ
て
い
る
な

ら
ば
、
こ
れ

ι由
貿
幣
需
要
は
自
倒
的
に
満
足
せ
ち
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し



か
し
乍
ら
、
賞
際
問
題
と
し
て
は
か
か
る
「
自
生
的
」
債
格
運
動
の
属
通

貨
債
値
は
懇
意
的
に
国
民
化
し
得
る
。
苦
々
の
現
在
日
貿
幣
的
組
織
は
、
か

く
て
、
従
来
存
在
し
た
よ
り
自
倒
的
組
禍
と
の
比
較
に
於
い
て
特
徴
的
で

.
品
る
と
一
股
に
看
倣
吉
れ
得
る
固
有
的
な
不
安
定
性
昔
事
ん
で
い
る
。
祉

曾
仁
於
げ
る
種
ι

々
の
集
群
は
常
に
そ
の
状
態
の
改
善
に
掘
b
立
て
ら
れ
る

が
故
仁
、
結
局
仁
於
げ
る
貨
幣
目
優
値
自
明
由
化
は
必
歪
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
一
股
に
よ
く
開
識
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
じ
号
れ
に
も
拘

ら
歩
、
こ
れ
ち
仁
つ
い
て
の
-
般
的
評
債
は
「
慣
格
水
準
白
高
騰
は
左
程

忌
む
べ
き
事
で
な
い
」
と
し
亡
落
着
す
る
。
事
費
、
近
年
仁
於
吋
晶
ス
ゥ

エ

l
デ
y
由
イ
Y

フ
ν
的
眠
時
遁
は
、
自
ら
目
立
場
を
改
善
せ
ん
》
す
る
種

々
な
る
集
群
の
欲
求
仁
よ
り
色
に
ら
さ
紅
た
も
の
で
品

h
、
そ
し
て
政
府

は
、
前
記
語
地
策
白
他
面
に
品
っ
て
、
恐
ら
〈
は
、
世
曾
的
諮
利
時
間
は
イ

シ
フ
レ
的
危
険
を
是
認
す
る
も
の
と
司
計
算
仁
於
い
て
、
モ
mu欲
求
の
充

足
仁
腐
心
し
て
い
る
。
し
干
し
乍
ら
、
か
か
る
局
面
山
噴
き
去
っ
た
。
将

来
の
線
開
政
策
目
下
ミ
ナ
シ
ト
な
配
閣
は
安
信
的
優
施
水
準
に
存
し
な
げ

れ
ば
な
ら
阻
を
リ
ン
グ

1
P
は
言
う
。
勿
論
、
債
格
水
準
高
騰
町
有
利
な

る
数
呆
の
認
識
に
つ
い
て
は
決
し
て
杏
か
で
あ

h
得
な
い
。
そ
れ
は
相
抽
出

的
場
岳
属
備
の
維
持
を
助
長
し
、
そ
れ
は
公
債
申
重
盤
、
従
つ
で
叉
、
陳

積
白
遺
荷
等
骨
軽
威
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
、
i

等
々
。
こ
仇
ち
の
利
融

が
極
由
て
軍
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
貨
幣
慎
値
目
下
惑
に
よ
る
損
失
に
よ

っ

τ凡
て
由
人
々
が
謀
る
ベ
事
不
公
正
を
多
〈
償
う
も
の
な
る
こ
と
骨
彼

は
十
分
K
理
解
す
£
。
し
か
し
、

p
y
ダ

1
P
は
、
と
れ
ら
利
融
の
低
評

「
混
骨
極
漕
」
目
構
揖
主
計
量
化
。
方
途

慢
の
問
通
で
は
な
〈
、
そ
こ

μ
忌
む
べ
き
マ
キ
ャ
ゲ
z
u
r
ム
を
か
ぎ
出

す
の
で
品
る
。
|
|
持
機
的
騰
貴
慎
格
水
準
白
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
央
官

同
い
か
毛
れ
を
秘
密
に
保
ち
、
公
衆
を
し
で
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
例
え
ば
、

貨
幣
車
位
。
安
定
的
慣
値
四
紬
持
)
に
従
っ
て
い
る
と
印
象
付
け
し
め
る

と
き
に
む
み
、
成
功
的
な
盛
行
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
高
度
に

設
建
し
た
教
育
組
織
昔
有
ち
.
且
つ
自
由
な
新
聞
を
有
つ
、
民
宇
一
主
義
圏

家
に
於
い
て
、
会
衆
争
終
仁
獄
闘
し
通
す
乙
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
一
眼
公
衆
が
多
少
共
物
償
日
持
欄
的
勝
貴
を
抽
出
湿
し
、
そ
の
艶
臨
的

行
動

f
E
h鳩
古
る
や
、
賞
局
由
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
壊
滅
す
る
。
計
四
百
官
同

の
E
し
き
職
分
は
、
先
十
自
生
的
償
措
・
賃
銀
運
動
を
統
制
す
沼
田
摘
申
何

等
か
の
ス
キ

1
A
の
構
成
に
苦
心
す
る
と
と
に
存
す
ゐ
。
《
よ
り
統
制
的

な
笥
階
的
・
財
政
的
政
策
》

1
ー
か
く
て
り
y
グ
l
p
は
、
こ
こ
に
、
「
嘗

局
じ
よ
宕
計
費
佑
が
市
場
経
済
と
雨
立
す
る
の
み
な
ら
守
、
そ
白
敷
果
的

機
能
白
鰯
ド
必
要
な
b
と
考
え
ら
れ
る
分
野
に
於
げ
る
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
計
霊
化
に
闘
す
る

2
5
H
5
5
M
M」
骨
見
出
す
の
で
あ
る
。

唯
、
し
か
し
、
乙
ζ

に
注
目
す
ベ
き
は
、
ス
)
ウ
ェ

1
戸

y
円
一
現
在
阻

あ
っ
て
は
、
か
か
る
貨
符
的
乃
葺
財
政
的
手
段
民
よ
り
負
担
水
準
。
一

般
的
高
騰
K
抵
抗
す
る
こ
と
が
政
治
的
民
可
能
で
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
乙
の
困
で
は
、
他
。
方
揖
|
l捗
働
者
・
農
民
及
世
雇
傭
者
。
諸

組
織
と
公
共
常
周
と
白
相
互
協
約
と
い
う
方
向
K
努
力
が
抑
わ
れ
つ
つ

あ
る
。
即
ち
、
各
集
群
は
そ
れ
民
よ
っ
て
、
車
年
度
医
於
け
る
貨
幣
慣
値

目
安
定
化
忙
省
害
た
る
行
動
を
と
ら
自
己
と
を
、
他
自
集
群
も
事
同
じ

第
六
+
七
巻

一
五
七

静

観

O 
E三



「
混
合
経
済
」
の
構
造
と
計
量
他
の
方
撞

方
法
で
行
動
し
弓
ヲ
政
府
は
告
理
的
政
策
を
施
行
す
る
と
い
う
保
件
。

下
で
、
自
ら
保
脅
す
る
。
し
か
し
、
か
A

る
協
定
・
和
酔
に
劃
す
る
基
礎
は

常
に
椎
骨
の
加
何
な
る
集
群
も
貨
幣
早
位
。
慣
植
の
棚
田
化
に
よ
っ
て
は

恒

A
的
剰
接
を
獲
得
し
得
ぬ
と
い
う
、

B

Y
ダ
1
ル
白
強
調
す
る
事
寅

の
一
般
的
理
解
目
良
心
民
悼
容
す
る
ζ

ι

に
気
付
か
ね
ば
な

b
向。

回
戦
前
(
一
丸
一
一
一
七
|
主
八
年
)
吃
於
け
る
旗
出
を
一

O
O
{以
下

ナ
4

て
純
園
民
所
得
。
百
分
胎
て
開
時
期
白
歳
入
を
一

O
四
と
す
る

と
電
、
一
丸
四
六
年
同
あ
っ
て
は
、
鶴
岡
は
二
一
士
、
蔵
入
は
二
一
一

七
、
一
九
四
七
年
に
あ
っ
て
は
、
歳
出
は
一
八
六
、
歳
入
院
二
一
九
で

あ
る
。
(
戸
何
ロ
w

同
-
P
出6
・
回
目

-
A
h
s
a吾
、
、
常
同
予

言
語
R
h
N
E
b
-
m
E
色
、
宮
守
谷
弐
切
符
ミ
♂
包
也
、
匂

4
4凶

悪
主
同
号
車
道
R
h
a可
占
、
弐
同
書
官
、
連
司
、
ゐ

L
宮
句
、
〉
唱
。
旦
恒
例

円
己
記
自
国
∞
.
出
自
色
自
)

倒
住
宅
間
間
並
び
位
麗
難
政
東
ヲ
ン
ダ

1
ル
は
頁
医
、
掃
車
、
可

成

p
鼠
度
目
計
董
が
期
待
せ

b
れ
得
る
ニ
つ
の
分
野
監
附
記
し
て
い

る
。
一
一
目
住
宅
問
題
で
あ

p
、
二
は
農
業
で
あ
る
。

先
ず
前
者
に
つ
い
て
。

ζ

れ
に
は
先

f
既
越
の
「
再
分
間
」
政
策
の
一

環
と
し
て
的
低
費
用
住
宅
課
計
が
あ

p
、
夏
に
ζ

四
倒
函
を
包
み
中
島
、

経
済
全
盛
田
安
定
化
一
回
意
岡
喧

b
れ
る
ロ
職
後
経
静
計
量
委
員
官
(
前

向
)
位
、
『
若
し
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
於
い
て
完
全
雇
僚
が
蓮
成
さ
る

第
六
十
七
巻

第
ニ
・
三
一
揖

五

八‘

O 
囚

4

宮
で
串
る
'
と
す
る
な

b
ば
、
再
度
目
建
築
活
動
は
不
可
依
の
傑
件
で

あ
る
。
」
と
勅
告
L
τ
い
る
。
し
か
も
こ
れ
は
皐
な
る
景
気
劃
鏑
と
し
て

四
公
共
投
資
在
意
味
す
る
唱
で
阻
な
〈
、
住
宅
建
築
を
「
清
貨
な
高
い

ホ
申
医
安
定
化
ず
る
と
と
」
を
担
う
も
白
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政

府
は
、
現
在
一
一
一
パ

I
セ

y
t
O
侭
利
事
で
資
金
を
貸
奥
し
、
貧
困
者
及

、
び
二
|
=
一
人
目
子
弟
を
宥
つ
家
族

K
補
助
金
を
下
附
す
る
と
と
に
よ
り

住
宅
建
築
を
輩
出
出
せ
し
め
て
い
る
。
そ

L
て
、
そ
の
他
自
住
宅
建
築
も

凡
℃
宮
周
申
認
可
を
必
要
と
す
る
。
建
築
は
一
般
建
築
業
者
四
千
に
委

血
U
D
れ
る
が
、
そ
の
所
有
は
投
極
的
た
刀
得
ず
、
居
住
者
、
協
同
家
族

組
合

E
H
市
E
K
限
ら
れ
る
。
協
同
組
合
ア
パ
ー
ト
旧
費
遣
の
陣
巨
額

著
な
こ
と
は
よ
〈
知
ら
れ
た
事
責
で
あ
る
。
し
か
し
今
、

ζ

白
分
野
田

群
嗣

K
づ
い
て
は
立
入
る
徐
裕
を
有
た
ず
、
凸C両

及刊びv
、
白
.
同
白

E
〕討可J
切、
h叫喜忌号噂詩占騎式九h刈ぬ宮商、
Q
K
b
d
隠E‘s号柑雪之4忌ト凶憶事、》w
お
九
円
寄
る
、
弐

h
G
甲
町
、
句
、
同
ミ
む
旬
、
N
R
h
v
H
切
ら
面
(
自
・
∞
や
l
自
)
に
凡
て
を
譲
り
た
い
。

農
業
忙
闘
す
る
政
策
は
こ
の
園
を
食
糧
聡
入
札
山

ι閥
立
な

b
し
め
る

、
如
き
水
準
を
保
つ
ζ

と
で
あ
町
、
同
時
医
、
農
業
企
業
者
並
び
に
耕
作

勢
働
者
申
所
得
が
他
産
業
に
於
け
る
質
臨
水
準
工

P
も
以
上
に
商
品
島

町

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、

ζ

乙
に
決
。
樺
な
数
字
が
あ
る
G

一
九
三
八

年
に
於
砂
る
ス
ウ
ェ

1
デ

y
白
各
産
業
部
門
別
雇
傭
量
は
、
農
業
五
五

寓
.
手
工
出
席
並
び
に
小
規
模
産
業
一
七
高
、
工
業
八
一
一
晶
、
建
築
一
八

寓
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ヤ
ら
、
己
こ
に
品
罰
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
心
遼
行

自
鶴

K
位
、
農
業
人
口
が
抽
歩
せ
し
め

b
れ
、
よ
り
大
な
る
生
産
車
位
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(第五表)

(註)来

「
混
合
幌
済
」
の
構
造
ζ

計
費
仕
山
方
連

-一、

を
利
用
す
る
新
技
惰
が
導
入
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
泊
。
こ
の
護
展
は
常
時

目
指
導
ど
支
持
と
を
侠
に
品
ば
な
ら
胞
で
あ
ろ
う
。
そ
し
亡
、
酔
か
る

計
骨
化
活
動
は
今
字
新
し
い
人
口
中
心
地
的
創
設
へ
乙
損
大
し
、
牛
車
障

と
し
て
白
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
《
地
方
計
費
化
》
守
晶
吉
田
弘

1
S
E出
回
)

乙
呼
ば
れ
る
憎
向
田
噌
大

L
つ
つ
あ
る
と
之
が
報
骨
せ
ち
れ
て
い
る
。

乙
れ
崎
市
場
紳
商
障
制
に
謝
す
る
危
険
を
意
味
す
る
よ
り
も
、
む
し
る
、

そ
れ
が
獲
展
す
る
よ
り
A
F且
的
な
ァ

ν
イ

ム

ワ

l
p
を
興
え
る
も

ω
で

あ
み
う
と
脇
島
訓
せ
ら
れ
る
。

(14) 

口
自
由

2
5
F
E
V
Z同
l
l
宕
(
邦
替
、

一
一
九
頁
)
参
問
。

同

長

一

山

・

盟
問
一

l

i
判

別

冶

品

卸

)

-

置

一

一

山

F
h

恥

R

N

F

開

γ

一
長
一

U

M

r

一
川
相
同

月

E

U
一

車

一

一

川

2

汁

穴

制

量

帽

ナ

I
T
-
-ー
ム
E

/
引

・
羽
入
刊
一
最
一

-

1

1

一
ν
。一-一

湯
川
輸
開
一
一
同
一

U

M

M

一
一
円
哨
叩

ザ
量
(
一
u
l
-
-
」
ム
山
山

-

一

産

一

一

引

け

4
J
u
-
w
h
i
'

h
生

一

ー

ト

品

ド

一

-
h
f
血

」

て

一

4
戸

(

圃

E

Q

-

-
A

一

四

円

山

一

μ
川
口

ー
第
六
十
七
巻

o I(スタ0

ス
ヘ
ウ
ェ

1
デ
ン
は
ォ

l
λ

ト
リ
ャ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
3

ッ
コ
ス
ロ

0 
五

?Ji 
丸

第
二
・
=
腕



「
混
骨
髄
済
」
山
構
造
と
計
葉
化
山
方
生

ゲ
ア
キ
ァ
、
フ
ラ
Y

ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ノ

I
ル
ウ
ェ
l
、
ス
イ
ス
、

実
園
左
共
に
食
糧
輸
入
園
で
あ
る
。
唯
、
パ
ン
用
穀
物
に
つ
い
て
白
一

み
は
第
六
表
的
如
索
、
取
宇
が
あ
る
。
戸
但

L
、
一
九
五

O
l五
一
年
仕

推
計
。
)

仰
と
の
黙
に
つ
い
忙
の
誼
切
な
資
料
札
遺
憾
乍
b
A
7
有
ゆ
だ
な
い
。

開

、

F
S
E
R
-
E屯

A
¥
h
R品
、
言
缶
、
F
切
出
-
∞

x

x

x

 

こ
こ
で
今
見
取
っ
た
如
〈
に
、

P
ン
ダ

I
ル
が
、
精
油
開
政
策
ω
貨
体

的
制
面
影
、
そ
の
扇
情
的
側
面
に
釘

L
一
仁
、
敢
七
強
調
す
る
事
自
に
つ

き
一
戸
記
L
て
お
〈
ベ
さ
と
と
が
あ
る
。
彼
山
小
貨
幣
的
問
向
》
は
、
阜

、、

に
彼
自
身
の
理
論
的
立
場
と
個
人
的
強
捌

hML
白
み
設
す
込
の
で
は
な

〈
、
伎
が
、
こ
の
問
題
に
到
し
て
は
合
東
国
心
注
意
が
よ
り
多
く
抑
わ

る
べ
き
だ
こ
考
え
る
こ
と
に
も
基
く
こ
と
、
そ
し
て
彼
自
闘
を
合
め
て

の
世
界
相
済
的
安
定
が
ド
ル
の
安
定
に
依
存
し
、
こ
白
問
題
が
八
日
来
閥

内
で
は
侮
令
ク
ヨ
テ
イ
カ
ル
な
問
題
と
は
看
倣
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、

情
、
合
豊
図
は
世
界
的
時
間
り
の
図
々
に
針
す
る
責
任
を
担
僻
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
図
民
的
な
恕
え
に
も
基
〈
も
の
な
白
で
あ
る
。
〔
ヲ
ン
グ

ー
ル
白
報
告
は
仲
六
十
二
同
ア
メ
リ
カ
経
済
問
中
官
大
官
山
席
上
に
於
け

る
も
心
で
あ
っ
た
。
〕

理
一
一
し
フ
ラ
ン
ク
・

H

・
ナ
イ
ト
が
、
競
宰
的
制
桝
秩
序
の
機
構
の
出
川

第
六
十
七
巻

¥
}
 

第
二
・
-
一
一
概

一
O
六

一
六

O

な
説
明
仁
査
を
を
棒
叫
に
R
・
G
・
ホ
ウ
ト

ν
i
の
曾
重
す
べ
き
『
締
開

問
題
』
(
同
￥
同

E
Eミ
R~qz主
主
J
H
C
M
G
)

を
書
評
し
仁
と
き
、
彼
は
、

《
聞
け
哉
は
競
雫
的
組
織
と
殆

E
何
時
に
成
立
し
、
一
一
者
は
現
質
的
世
界
に
あ

っ
て
瓦
仁
も
区
、
A

唱
で
め
る
》
と
場
与
え
る
貼
ド
こ
の
評
者
の
一
つ
の
頂
賭

を
見
出
し

t
。
こ
れ
は
又
、
今
、
ザ
町
制
介
的
一
結
果
冒
と
し
て
確
認
せ
ら
A

ベ
き
結
論
で
ち
あ
る
。
ス
ウ
£
デ
ン
は
、
そ
の
小
さ
日
、
し
か
し
成
功
的

常
貴
闘
牒
で
あ

b
世
詮
で
め
っ

t
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
が
一
つ
の
現
在
唯
一

行
形
の
賓
臓
で
あ
る
限
b
に
於
い
で
、
特
に
戦
一
悼
の
こ
の
閣
の
貨
幣
的
・

財
政
的
政
策
は
決
し

τ理
想
的
で
は
な
か
っ
士
。
リ
シ
グ

1
ル
日
報
告
に

於
り
お
計
書
化
活
動
的
積
極
的
側
面
目
強
調
は
こ
の
車
合
何

k
bも
如
質

に
一
部
す
ち
巴
仁
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
心
的
問
題
は
、
既
に
見
来

つ
ピ
如
〈
、
イ
シ
フ

ν
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
闘
す
る
強
測
活
動
に
よ
り
は
、
む

し
ろ
、
か
か
る
ギ
ャ
ッ
プ
の
間
諜
に
劃
す
る
妓
来
的
手
段
・
考
案
的
失
敗

に
闘
す
る
。
そ
し
て
、

ζ

れ
は
金
準
備
の
世
失
、
償
絡
水
準
の
高
騰
、
イ

ン
フ
レ
的
傾
向
に
訴
す
る
理
主
し
か
ら
さ
勾
計
書

m増
大
を
導
い
に
。
債

和
統
制
、
駒
資
割
首
制
度
及
び
「
抑
厭
的
ィ
γ
フ

ν
l
シ
ョ
γ
」
円
(
ヒ
ミ
l

zeミ
b
E
E量
)
6

一
と
呼
ば
れ
あ
事
柄
仁
闘
す
る
統
制
的
諸
手
段
。
ー
ー

か
く
で
摘
に
さ
れ
『
る
需
要
の
欣
態
は
、
U

リ
ン
グ

I
ル
が
賃
銀
・
物
債
の

「
白
半
的
」
時
貴
と
呼
ん
に
事
態
由
貰
徹
仁
潤
す
る
機
品
開
を
増
加
し
て
い

る
。
と
こ
仁

P
ン
グ

l
ル
は
、
(
ス
ウ
ユ
ド
デ
ン
仁
於
川
町
る
)
《
混
A
A
u

料
開
》

に
あ
っ
て
の
計
者
化
的
オ
リ
プ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
、
と
の
「
抑
略
的
」
イ

ン
ヲ

ν
l
シ
ョ
ン
ぞ
阻
止
し
仁
で
あ
ろ
う
如
き
、
絶
つ
甘
ヨ
ン
ス
タ
ン
ト



な
貨
幣
購
買
力
の
維
持
を
詮
成
し
に
で
あ
ろ
う
如
吉
、
よ

h
統
制
的
な
貨

幣
・
財
政
政
策
べ
の
傾
き
に
向
っ
て
興
え
た
の
で
あ
つ
に
。

か
か
お
計
主
化
白
方
山
村
決
官
は
、
レ
か
し
乍
ら
、
多
〈
川
町
問
題
を
喚
起

す
Q

百
あ
ろ
v
J
。
先
十
何
よ
り
も
、
そ
れ
閉
館
総
討
を
意
味
す
べ
き
市
協

締
街
と
1
V
か
る
志
向
と
は
開
立
し
得
ね
J

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
民
駁
仁
劉

し

τり
γ
F
l
ル
は
、
「
市
場
町
料
開
は
間
々
の
岡
田
絡
の
昭
一
動
白
み
を
必
裂

と
す
る
に
酒
吉
す
、
こ
れ
は
占
定
的
な
一
般
償
給
水
準
と
矛
盾
し
な
い
、

し
か
も
間
々
の
債
総
の
控
動
は
貨
幣
の
購
買
力
者
維
持
ド
1
4
0
舗
に
必
須
で

め
九
蓋
し
、
或
ゐ
分
野
に
於
け
ゐ
慎
栴
陥
問
責
は
他

ω分
野
ド
於
け
る
償

給
下
撚
仁
よ
っ
て
相
殺
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
凪
ず
ら
。
」
と
の
答
婦
を
準
附
し

た
と
い
戸
。
し
か
し
こ
の
反
論
は
更
に
弐
的
問
題

T
Eち
日
本
起
す
る
。

或
る
分
野
に
於
け
る
債
格
下
落
が
他
的
慣
絡
の
加
法
度
的
侭
落
仁
噂
く
如

き
場
合
の
底
思
に
万
つ
で
、
り
ン

F
1
片
的
割
拠
す
る
積
瀬
山
政
策
ぃ
r
M
m

し
士
充
分
で
あ
心
臼
か
ど
う
f
h
y

。
か
か
る
疑
問
仁
つ
い
で
苦
々
は
被

r
巳

充
分
な
多
く
の
答
T
問
さ
得
な
い
。
正
し
て
《
よ

b
統
制
的
な
貨
幣
・
財

政
政
焼
》
に
時
ら
る
べ
き
具
韓
的
内
科
仁
闘
す
品
立
人
つ
に
閲
読
も
な
い
。

D
Y
F
1
ル
自
身
が
嘗
て
ず
イ
削
ア
ク
セ
ル
貨
幣
理
論
の
内
在
的
批
州
を
陪

ま
え
て
強
調
し
亡
、
貨
幣
政
策
の
手
段
と
レ
て
の
中
央
銀
行
由
利
了
政
停

(
割
引
歩
合
政
策
)
、
「
利
子
事
の
分
化
」

(
P
Zミ
出
号
句

ph♂
司
、
豆
ね

た
ミ
与
の
具
値
的
様
作
が
、
恐
ら
く
は
何
人
主
預
想
ず
る
如
き
、
直
接
積
率

・
間
接
税
制
叩
白
引
上
げ
、
資
本
形
成
に
劃
す
る
凱
税
、
相
給
金
調
整
、
流
動

資
産
一
般
仁
到
す
る
(
時
に
は
ド
ヲ
ス
テ
ィ
吋
ク
な
)
統
制
的
措
説
等
々
の

「
祝
令
程
済
」
白
樺
迭
と
計
重
化
白
方
蕗

総
崩
制
的
責
胞
に
基
〈
閣
氏
支
出
統
制
の
諸
手
段
と
共
に
、
こ
こ
で
今
再
び
、

ν
リ
ヴ
ァ
ン
ト
な
比
重
を
有
っ
て
そ
の
佼
削
を
蹴
ぜ
じ
一
め
ら
れ
る
臼
で
晶

ろ
っ
か
、
唯
、
彼
の
言
外
仁
品
っ
て
推
想
し
得
る
に
過
ぎ
な
れ
白
で
め
る
。

吏
仁
、
彼
め
報
告
全
慨
が
民
か
れ
亡
政
策
一
般
的
根
本
的

H
棋
連
成
の

方
法
仁
閲
す
る
ん
且
幣
の
角
度
》
仁
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
《
属
僚
の
角
度
》

か
ら
ち
舟
く
の
事
い
か
言
わ
れ
伺
る
仁
和
濯
な
い
。

1
1
J
人
々
は
ケ
イ
ン
ジ

ア
シ
で
あ
る
と
ア

γ
テ
ィ
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
で
あ
る
と
に
か
か
わ
り
な

く
、
プ

ν
・
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
古
は
既
仁
あ
り
得
な
い
。
リ
ン
グ

1
w
の
蹴

同
一
か
保
に
れ
る
こ
と
は
、
一
つ
に
は
前
簡
に
附
記
し
七
切
賞
な
現
質
的
恕

え
仁
基
〈
も
切
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
前
そ
れ
は
、
理
論
に
於
げ
る
、
そ

し
て
政
策
に
於
け
る
給
臨
時
叫
肢
を
脚
怖
量
仁
見
山
す
明
代
的
穿
岡
山
訊
と
の

大
き
な
抵
抗
を
京
味
す
る
も
町
一
で
あ
ろ
う
。
苦
々
の
周
問
で
は
、
原
傭
川

股
が
和
わ
れ
K
プ
ロ
肝
ヲ
ム
は
、

y

h

ド
に
飼
さ
れ
仁
債
椅

H
様
白
接
木
白

有
無
に
判
f
品
、
二
院
公
衆
的
v
ん
n
意
じ
於
い
て
宜
嫡
の
共
鳴
を
得
る
で
あ

ろ
う
と
す
ら
諮
ら
れ
で
い
る
。
と
わ

ι町
-
一
つ
の
角
度
音
、
し
か
し
、
E
口々

は
蹴
し
〈
泊
る
オ
ー
ル
タ

1
ナ
テ
ィ
グ
ズ
亡
と
は
考
え
難
い
。
リ

y
グ
l

片
的
報
告
は
を
れ
白
齢
、
既
仁
見
来
つ
に
重
要
な
一
一
一
山
側
所
ド
品
っ
て
、

そ
の
切
馳
皆
川
し

τさ
え
い
七
様
マ
も
あ
る
。
市
置
に
言
っ
て
汁
目
標
仁

罰
し
て
、
《

2
4者
達
、
ミ
ロ
ロ
肉
]
@
》
と
ミ
ミ
R
E也、(色、
L

号
、
ミ
)
昌
也
里
町

一
一
つ
を
、
双
つ
な
が
ら
し
設
定
L
9
ぷ
椴
て
常
識
的
な
プ
ロ

rヲ
ム
の
準
備

せ
ら
れ
る
乙
と
を
期
待
レ
仁
い
。

εし
て
言
う
迄
ち
な
〈
、
前
者
は
失
業

町
一
阻
止
を
同
守
し
よ
う
と
す
与
も
小
一
で
あ
り
、
後
者
は
イ
シ
フ
レ

1
ショ

第
六
十
七
巷

停
ニ
・
三
時
出

O 
七

干Jι，、



「
出
骨
髄
済
L

内
構
造
と
計
課
化
。
方
詫

y

の
防
止
仁
到
す

ω革
、
勢
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
場
令
、
債
格
形
成
詩
力

目
上
向
傾
向
と
い
う
姑
に
つ
い
て
一
一
つ
の
角
度
が
柑
剖
す
べ
き
現
世
的
危

険
が
理
想
せ
ら
れ
侍
ょ
う
。
ぞ
し
て
か
か
る
畑
町
旭
川
町
場
合
仁
打
に
あ
ベ
き

手
段
は
)
つ
mw
極
め
て
附
難
な
問
題
で
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
色
、
属

傭
と
岡
田
格
世
準
k
仁
向
う
春
、
勢
の
何
れ
が
崩
れ
て
も
、
ぞ
れ
は
安
定
化
政

策
の
敗
北
で
ゐ

h
、
米
村
い
充
全
な

ι-F，Q
計
費
mu
オ
り
エ

Y

フ
ィ
シ
ョ
ン

E
Tロ
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
更
に
間
々
多
く
諮
ら
れ
ね
ば
な
ら
由
。
也
も
あ
れ
、
如
何
な
0

1
1
v
ν
・ピ
1
4
ン
ゲ

H
則
前
宵
ー
ー
そ
の
成
員
は
人
間
で
あ
っ
て
決
し
て
白
蟻
で
な
い
!
ー

の
生
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